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 月 1  日現在
（　　）内 前月比

人口
12,030人
（▲14）

男
5,797人
（▲9）

女
6,233人
（▲5）

世帯
5,551世帯
（▲5）

2018

特集　「ゆるキャン△ × 身延町」
【関連ページ　２、３ページ・裏表紙】©あｆろ・芳文社／野外活動サークル
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ど
ん
な
ス
ト
ー
リ
ー 

？

ア
ニ
メ
「
ゆ
る
キ
ャ
ン
△
」
に

　
　
　
　
身
延
町
が
登
場
し
て
い
ま
す
!!

　
静
岡
か
ら
山
梨
に
引
っ
越
し
て
き
た
女
子
高

校
生
・
な
で
し
こ
は
、「
千
円
札
の
絵
に
も
な

っ
て
い
る
富
士
山
」
を
見
る
た
め
に
自
転
車
を

走
ら
せ
て
本
栖
湖
ま
で
行
っ
た
も
の
の
、
あ
い

に
く
天
気
は
く
も
り
空
。
富
士
山
も
望
め
ず
、

疲
れ
果
て
た
な
で
し
こ
は
そ
の
場
で
眠
り
こ
け

て
し
ま
う
。
目
覚
め
て
み
る
と
す
っ
か
り
夜
。

初
め
て
の
場
所
で
、
帰
り
道
も
わ
か
ら
な
い
。

心
細
さ
に
怯
え
る
な
で
し
こ
を
救
っ
た
の
は
、

１
人
キ
ャ
ン
プ
好
き
の
女
の
子
・
リ
ン
だ
っ
た
。

　
冷
え
た
身
体
を
温
め
る
た
め
に
焚
き
火
に
あ

た
る
２
人
。
ぱ
ち
ぱ
ち
と
薪
の
爆
ぜ
る
音
が
、

湖
畔
の
静
寂
に
沁
み
込
ん
で
い
く
。
焚
き
火
を

囲
み
、
カ
レ
ー
め
ん
を
す
す
り
な
が
ら
会
話
す

る
な
で
し
こ
と
リ
ン
。
や
が
て
２
人
が
待
ち
に

待
っ
た
瞬
間
が
訪
れ
る
。

　
「
見
え
た
…
…
ふ
じ
さ
ん
…
…
」

　
な
で
し
こ
と
リ
ン
、
２
人
の
出
会
い
か
ら
始

ま
る
ア
ウ
ト
ド
ア
系
ガ
ー
ル
ズ
ス
ト
ー
リ
ー
。

ど
こ
か
（
身
延
町
）
で
み
た
景
色

山山 梨 県 身 延 町
「
ゆ
る
キ
ャ
ン
△
」
っ
て
？

　
「
ま
ん
が
タ
イ
ム
き
ら
ら
フ
ォ
ワ
ー
ド
」（
芳

文
社
）
で
連
載
中
の
ア
ウ
ト
ド
ア
系
漫
画
で
、

山
梨
県
を
舞
台
に
、
女
子
高
校
生
た
ち
が
キ
ャ

ン
プ
を
し
た
り
、
日
常
生
活
を
送
る
様
子
を
ゆ

る
や
か
に
描
く
人
気
作
で
す
。

　
原
作
者
「
あ
ｆ
ろ
」
氏
自
身
の
ア
ウ
ト
ド
ア

経
験
や
取
材
を
元
に
、
作
品
内
に
織
り
込
ま
れ

た
キ
ャ
ン
プ
ノ
ウ
ハ
ウ
、
山
梨
・
長
野
・
静
岡

を
中
心
と
し
た
日
本
の
自
然
の
美
し
さ
が
話
題

と
な
り
、
新
し
い
フ
ァ
ン
層
を
拡
大
し
続
け
て

い
ま
す
。

　
物
語
の
舞
台
に
は
、
身
延
町
が
多
く
描
か
れ

て
お
り
、
皆
さ
ま
に
も
お
馴
染
み
の
場
所
が
出

て
き
ま
す
。
広
報
み
の
ぶ
で
は
、「
ゆ
る
キ
ャ

ン
△
」
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
ア
ニ

メ
に
登
場
す
る
身
延
町
の
ス
ポ
ッ
ト
や
登
場
人

物
を
紹
介
し
ま
す
。
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本栖湖から望む富士山（背景画はアニメ）

ア

写

身延駅ロータリー しょうにん通り（身延駅前）

写 写 写

ア ア

本栖高校（旧下部小・中学校）Ｂ

Ａ

ＤＣ

Ａ300

52

Ｂ

Ｃ
Ｄ

甲斐常葉駅

身延駅

TV アニメ「ゆるキャン△」公式サイト
http://yurucamp.jp/

こちらのＱＲコードからもご覧いただけます。

▲

ア アニメのワンシーン

同場所の実写写

「ゆるキャン△」について、もっとよく
知りたい方は・・・

本栖湖
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まちのわだいいろんな出来事をお届け

木喰展はじまる

７月 13 日　生誕 300 年 木
もくじき

喰展オープニングセレモニー 
　　　　　　内覧会 （なかとみ現代工芸美術館）

　身延町（丸畑）出身の偉人・木喰上人の生誕 300 年と、
なかとみ現代工芸美術館の開館 20 周年の節目にあわせ
て企画された「生誕 300 年 木喰展」のオープニングセ
レモニーが、同美術館エントランスで行われました。
　式典には、本展監修者の小島梯

て い じ
次さん（全国木喰研究

会評議員）や甲府空襲で焼失した「子安観音菩薩像」を
再現した彫刻家・岡本直浩さん、展示品の所有者など約
80 人を招き、テープカット後は、小島さんの案内で内
覧会も行われました。
　本展は、木喰上人の彫った「微

みしょうぶつ
笑仏」※や木喰上人の

詠んだ和歌などの書、約 100 点を展示しており、全国
各地に散逸している展示品がこれほど集まることは、大
変めずらしいことです。お立ち寄りいただいた際は、「微
笑仏」の魅力を目で見て感じてください。
　本展は、10 月 21 日（日）まで開催しています。
※木喰上人彫刻の微笑んだ表情が特徴である仏像

防災意識向上のために

８月８日　地震体験車 （身延支所）

　地域の防災力を強化するためには、地震による揺れの
強さや怖さを体験・実感し、災害を身近に感じてもらう
が重要です。そこで、身延支所へ来庁した方々に地震体
験車を体験していただきました。
　体験した方からは、「想像以上の揺れで怖かった」「貴
重な体験だった」などの声が聞かれました。

玉東町の視察団をお迎えしました

８月６日　熊本県玉
ぎょくとうまち

東 町議会行政視察研修  　　　 （本庁舎）

　熊本県玉東町の視察団（前田移
い つ ゆ き

津行 玉東町長、松尾
純
すみひさ

久 玉東町議会議長ほか 10 人）が本庁舎を訪れ、本町
議会議員と研修・意見交換を行いました。
　本町からは、全国トップクラスの子育て支援事業や定
住促進事業の取り組みについての説明をし、様々な意見
交換がなされました。
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地域の話題や情報をお寄せください
企画政策課 広聴広報担当　☎0556-42-4801

左：榊原 由
ゆ い

依さん（小学６年生女子形競技）
右：佐野 瑠

る か
架さん（小学２年生女子形競技）

　平成 30 年 4 月 29 日、小瀬武道館メインアリーナに
おいて、第 18 回全日本少年少女空手道選手権大会、第
７回関東少年少女空手道選手権大会の山梨県予選会が開
催されました。
　「南松院空手道会スポーツ少年団」の佐野瑠架さんと
榊原由依さんが第３位に入賞し、山梨県代表として７月
１日に東京都墨田区で開催された第７回関東少年少女空
手道選手権大会に出場しました。

広報みのぶ　９月号　No.168５

スポーツ

頑張っています!

　平成 30 年７月 25 日、小瀬武道館メインアリー
ナにおいて、第 69 回山梨県中学校総合体育大会・
柔道競技の部が開催されました。
　身延中学校の遠藤大成さんが男子個人戦・
90Kg 超級で優勝し、山梨県代表として、８月８
日からの第 43 回関東中学校柔道大会、８月 18
日からの第 49 回全国中学校柔道大会に出場しま
した。
　８月２日には、望月町長、鈴木教育長のもと
を訪れ、県大会優勝の報告と関東・全国大会で
の活躍を誓ってくれました。

前列左から２番目：遠藤 大
たいせい

成さん（中学校３年生）
男子個人 90Kg 超級

プールで夏の思い出を

８月 11 日　学校プール一般開放 （下山小学校プール）

　下山小学校のプールが７月７日から８月 12 日の土日祝
日とお盆期間、一般の方々へ開放されました。今年の夏は
特に暑いこともあり、多くの人が訪れました。
　子どもたちは、元気いっぱい、気持ちよさそうに泳いで
おり、大人も、普段は入らない学校のプールを満喫してい
ました。きっとよい思い出となったことでしょう。
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9 月９日は「救急の日」
峡
南
消
防
本
部
管
内
の
平
成
29
年
中
の
救
急

出
場
件
数
は
、
２
︐
５
１
６
件
に
上
り
、
２
︐

３
６
６
人
の
傷
病
者
を
搬
送
し
ま
し
た
。
平
成

28
年
と
の
比
較
で
は
、
救
急
出
場
件
数
が
、
74

件
増
加
、傷
病
者
搬
送
は
64
名
増
加
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
29
年
中
は
１
日
あ
た
り
約
７
件

の
救
急
出
場
が
あ
り
ま
し
た
。
一
見
少
な
い
よ

う
に
感
じ
ま
す
が
、
峡
南
消
防
本
部
管
内
は
面

積
が
広
く
、
救
急
出
場
か
ら
帰
署
ま
で
の
時
間

が
他
の
消
防
本
部
に
比
べ
て
時
間
が
か
か
る
上

に
、
管
内
医
療
機
関
の
状
況
か
ら
管
外
搬
送
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
１
件
あ
た
り
の
救

急
出
場
時
間
が
長
く
な
り
救
急
車
が
消
防
署
に

待
機
で
き
な
い
状
況
が
頻
繁
に
起
こ
っ
て
い
ま

す
。

救
急
車
の
適
正
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

〜 

峡
南
消
防
本
部
中
部
消
防
署
か
ら
の
お
願
い 

〜

この日を含む 1 週間を救急医療週間として、広く地域住民に救
急業務及び救急医療に対する理解と認識を深めてもらう日です。

　
峡
南
消
防
本
部
で
は
、
管
内
の
２
つ
の
消
防
署
、

１
つ
の
分
署
、
３
つ
の
分
駐
所
に
救
急
隊
を
配
置

し
て
お
り
、
救
急
出
場
要
請
が
あ
っ
た
際
に
は
、

要
請
先
を
管
轄
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
消
防
署
か
ら
出

場
し
ま
す
。
し
か
し
、
要
請
が
重
な
っ
た
場
合
に

は
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
駆
け
付
け
る
こ
と
に
な
り
、

現
場
に
到
着
す
る
ま
で
時
間
を
要
し
、
本
当
に
緊

急
性
の
あ
る
傷
病
者
へ
の
対
応
が
遅
れ
て
し
ま
い
、

救
え
る
尊
い
命
が
救
え
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。

※
緊
急
性
が
な
く
自
分
で
病
院
に
行
け
る
場
合
は
、

自
家
用
車
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
救
急
車
以
外
の
交

通
機
関
な
ど
を
利
用
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
傷
病
者
の
様
子
や
事
故
状
況
を
み
て
緊
急
を
要

す
る
場
合
に
は
迷
わ
ず
１
１
９
番
通
報
し
て
く

だ
さ
い
。

救
急
車
の
利
用
マ
ニ
ュ
ア
ル

　
限
り
あ
る
救
急
車
や
救
急
医
療
を
安
心
し
て
利
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
総
務
省
消
防
庁
よ
り
「
救
急
車
利
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

及
び
「
全
国
版
救
急
受
診
ア
プ
リ
Q
助
」
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

①
「
救
急
車
利
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

　
・
重
大
な
病
気
や
け
が
の
症
状
（
大
人
・
こ
ど
も
）

　
※
緊
急
度
が
高
い
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
す
ぐ
に
救
急
車
を

　
　
呼
ん
で
ほ
し
い
症
状

　
・
救
急
車
を
呼
ぶ
時
の
注
意
点

　
・
救
急
車
が
来
る
ま
で
に
用
意
し
て
お
く
と
便
利
な
も
の

　
・
救
急
車
が
来
た
と
き
に
伝
え
る
こ
と

 

な
ど
が
載
っ
て
い
ま
す
。

②
「
全
国
版
救
急
受
診
ア
プ
リ 

Q
助
」

　
急
な
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
該
当

す
る
症
状
を
画
面
上
で
選
択
し
て
い
く

と
緊
急
度
に
応
じ
た
必
要
な
対
応
が
表

示
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
医
療
機
関
検

索
を
（
厚
労
省
の
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
）

や
受
診
手
段
の
検
索
を
行
う
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
通
信
料
は
ご
利
用
者
の
負
担
と
な
り

ま
す
。

③
峡
南
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
も
救
急
時
の
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
単
な
る
酒
酔

い
や
切
り
傷
、
捻
挫
程

度
の
け
が
等
緊
急
性
の

な
い
状
況
で
の
救
急
車

を
要
請
す
る
ケ
ー
ス
が

増
え
て
お
り
、
救
急
搬

送
し
た
傷
病
者
の
う
ち

入
院
の
必
要
の
な
い
軽

症
者
の
割
合
が
搬
送
人

員
数
の
１
／
３
を
占
め

て
い
ま
す
。

尊い命を救うため
救急車の適正利用をお願いします。

47％

36％

2％ 死亡

重症

中等症

軽症

■ 

問
い
合
わ
せ
先

　
峡
南
消
防
本
部 

警
防
課 

ま
た
は 

通
信
指
令
課

　
☎
０
５
５
（
２
７
２
）
１
９
１
９

　

http://w
w

w
.kyonan.jp/70shobo/

総
務
省
消
防
庁

「
Q
助
」
案
内
サ
イ
ト

http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/
fi ledList9_6/kyukyu_app.html

QR コード
で

アクセス

15％
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国
保 
だ
よ
り

年
金 

だ
よ
り

医療費（入院時）の一部負担金の減免や猶予について

　

後
納
制
度
と
は
、
時
効
に
よ
り
納
め
る
こ

と
の
で
き
な
い
期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
に

つ
い
て
、
平
成
27
年
10
月
か
ら
、
過
去
５
年

分
ま
で
納
め
る
こ
と
の
で
き
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
受

け
取
る
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

納
付
し
た
期
間
が
不
足
し
た
こ
と
に
よ
り
年

金
の
受
給
が
で
き
な
か
っ
た
方
が
、
年
金
受

給
資
格
を
得
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
平
成
30
年
９
月
30
日
を

も
っ
て
終
了
し
ま
す
。
納
め
忘
れ
に
心
当
た

り
が
あ
り
、
後
納
制
度
の
利
用
を
ご
希
望
の

方
は
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
後
納
可
能
な
保
険
料
の
未
納
期
間

を
お
持
ち
の
方
に
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

お
知
ら
せ
が
送
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

そ
ち
ら
も
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
保
険
料
の
免
除
、
納
付
猶
予
、
学
生
納
付

　

特
例
を
受
け
た
期
間
や
法
定
免
除
の
期
間

　

が
あ
る
方
は
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
こ
れ

　

ら
の
期
間
の
保
険
料
を
遡
っ
て
納
め
る　

　
︵
追
納
す
る
︶
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
５
年
後
納
制
度
」
が
終
了
し
ま
す

　

国
保
に
加
入
す
る
世
帯
が
、

次
の
理
由
に
よ
り
生
活
が
困
窮

し
、
入
院
時
の
医
療
費
の
支
払
い
が
困
難
に

な
っ
た
場
合
、
申
請
に
よ
り
一
部
負
担
金
︵
自

己
負
担
分
︶
を
減
免
又
は
徴
収
猶
予
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

◆
減
免
等
の
対
象
に
な
る
理
由

・
震
災
や
風
水
害
な
ど
の
災
害
に
よ
り
死
亡
し

　

た
り
、
心
身
に
著
し
い
障
害
を
受
け
、
ま
た

　

は
資
産
に
重
大
な
損
害
を
受
け
た
と
き

・
自
然
災
害
に
よ
る
農
作
物
の
不
作
、
不
漁
な

　

ど
に
よ
り
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
と
き

・
事
業
も
し
く
は
業
務
の
休
廃
止
、
失
業
等
に

　

よ
り
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
と
き

◆
減
免
等
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
方

　
︵
次
の
全
て
に
該
当
す
る
世
帯
︶

・
入
院
療
養
が
必
要
と
診
断
さ
れ
た
被
保
険
者

　

が
い
る
場
合

・
資
産
等
の
活
用
を
図
っ
て
も
な
お
、
一
部
負

　

担
金
の
支
払
い
が
困
難
な
場
合

・
被
保
険
者
の
預
貯
金
総
額
が
、
基
準
生
活
費

　
︵
生
活
保
護
基
準
︶
の
3
か
月
分
以
下
の
場
合

◆
減
免
等
の
基
準

　

免　

除

　

実
収
入
月
額
が
生
活
基
準
費
以
下
で
あ
る
場
合

　

減　

額

　

実
収
入
月
額
が
生
活
基
準
費
の
１
２
０
％
以
下

　

で
あ
る
場
合

　

徴
収
猶
予

　

実
収
入
月
額
が
生
活
基
準
費
の
１
３
０
％
以
下

　

で
あ
る
場
合

　
※
実
収
入
月
額
と
は
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
護

　
　

の
要
否
判
定
に
用
い
ら
れ
る
収
入
認
定
額

　
※
生
活
基
準
費
と
は
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
の
基
準

　
　

に
よ
り
算
出
し
た
保
護
の
要
否
判
定
に
用
い
ら
れ
る

　
　

最
低
生
活
費

◆
減
免
等
の
期
間

　
　

申
請
の
あ
っ
た
月
か
ら
起
算
し
て
、
減
免
は

　

３
か
月
以
内
、
徴
収
猶
予
は
６
か
月
以
内
と
な

　

り
ま
す
。

■
申
請
の
方
法

　
　

申
請
に
必
要
な
も
の
は
、
世
帯
の
状
況
に
よ

　

り
異
な
り
ま
す
。
詳
細
は
役
場
町
民
課
ま
で
、

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開催日 時　間 場　所 内　容

９月２６日（水）午前９時３０分～午後４時
南部町役場
南部分庁舎　総合会館

（南部町内船 4473-1）
年金事務所職員による
年金全般に関する相談会

９月の年金相談会のお知らせ

■ 

問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
課 

保
険
年
金
担
当

　
☎
０
５
５
６
（
４
２
）
４
８
０
４

■ 

問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
課 

保
険
年
金
担
当

　
☎
０
５
５
６
（
４
２
）
４
８
０
４
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保 健 だ よ り

い ひいき
健き 康 ろ ば

■ 問い合わせ先
　福祉保健課 健康増進担当
　（中富すこやかセンター内）
　☎ 0556-20-4611

生活習慣を見直して、がんを予防しよう！！
がんにかかる人の約３割が４０歳～６４歳の働きざかり世代です。

がんになっても、治療しながら働くことができる社会を目指しましょう。

山梨県がん患者サポ－トセンタ－
☎　０５５－２２７－８７４０　受付時間　９時～１７時　（土日祝日・年末年始を除く）

　平成２９年度町の生活習慣病予
防健診で、１９件のがんが発見さ
れました。健診を受けて精密検査
が必要という結果だった方は、必
ず受診し詳しい検査を受けましょ
う。がんは、早期発見、早期治療
が大切です。

平成２９年度がん検診別発見者数
（ 身 延 町 生 活 習 慣 病 予 防 検 診 ）

0

1

2

3

4

5

6
（人）

胃
が
ん
検
診

大
腸
が
ん
検
診

肺
が
ん
検
診

超
音
波
検
診

乳
が
ん
検
診

前
立
腺
が
ん
検
診

子
宮
が
ん
検
診

１条．たばこを吸わない
２条．他人のたばこの煙をできるだけ避ける
３条．お酒はほどほどに
４条．バランスのとれた食生活を
５条．塩辛い食品は控えめえに
６条．野菜や果物は豊富に

　７条．適度に運動
　８条．適切な体重維持
　９条．ウイルスや細菌の感染予防と治療
１０条．定期的ながん健診を
１１条．身体の異常に気がついたら、すぐに受診を
１２条．正しいがん情報でがんを知ることから

　がんになっても安心して働き続けるための、相談支援、情報提供の窓口があります。一人で悩まず相談
しましょう。『あなたのがんの悩み』を話してみませんか？心配ごとについて、お気軽にご相談ください。

が ん を 防 ぐ た め の 1 2 か 条 　 ～ あなたのライフスタイルをチェック！ ～
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身延町地域包括支援センター便り

ささえあい
みんながつながり元気で暮らせるために 挿絵：笠井�映文�氏（西嶋）

■ 申し込み・問い合わせ先
　福祉保健課 在宅支援担当
　（中富すこやかセンター内）
　☎ 0556-20-4611

【上沢いきいき百歳体操クラブ】
　私達の体操は７月で２年を迎えました。金曜日の午後に
なると１５人前後の人が集まります。生活のリズムの一部
となり、通院しながらも畑や田んぼ、趣味など自分の仕事
と楽しみを両立し、健康を意識して、ひと時を楽しみなが
ら頑張っています。

介護予防
「いきいき百歳体操」

グループ紹介

　身延町の現状と地域でのささえあいについて考えるきっかけづくりと
して、「身延町 ささえあい町民フォーラム」を開催し、約２５０名の皆
さんにご参加いただきました。
　当日は、町の担当から身延町の高齢化率、認知症高齢者数の推移など
を説明し、介護保険サービスだけでは安心して暮らせない時代になって
きていることをお伝えしました。また、講師の土屋幸己氏（公益財団法
人さわやか福祉財団）から、国の現状や介護保険法が変わったこと、こ
れからは地域でのささえあい、助け合いが大事になってくることなどの
説明や南アルプス市の取り組みが紹介されました。

「身延町 ささえあい町民フォーラム」を開催しました

身延町内での取り組み　・いきいき百歳体操　・オレンジカフェ身延山（認知症カフェ）
　いきいき百歳体操のグループ「木曜会」( 西嶋 ) の笠井和子さんから「週に１回集まり体操することで、
みんなで健康になれることや近所の方と話ができることがいい」と、集まることの大切さや、メンバーで
協力し合いながら行っていることが紹介されました。
　身延山大学３年の齊藤さくらさんからは、学生が運営に関わっている「オレンジカフェ身延山（認知症
カフェ）」について、遊びに来るようになった近所の子どもたちへの学習支援も始まり、子どもと高齢者
が自然と集う場になるよう運営していることや今後の課題などが紹介されました。

甲州弁寸劇　「どこにでもある ふつうの話」
　住民によるささえあい、助け合いを一足先に取り組み始めている南アルプス市
八田地区の「劇団ＨＦＰ（八田ふれあいプロジェクト）」より、甲州弁寸劇を披
露していただきました。認知症高齢者の地域での見守り方、これからの近所づき
あいについてなど、身延町でも共感できる内容で、参加者からは「とても良かった」

「分かりやすかった」と好評でした。

参 加 者 の 声
・自分も参加し活動できる事をやりたい。このままで人生を終わりたくないと思いました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７０代男性）
・自分にも何か出来る事があるかなと考えさせられました。まず一歩を踏み出すことが大事だと。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７０代女性）
　町では、皆さんの思いを大切にし今後の事業に生かしていけるよう、フォーラム参加者のうち、希望者
と一緒に「ささえあい地域づくり勉強会」を行います。その様子も追って報告します。
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●職種別職員数� （単位：人）
職　種　名 人　数

一般行政職 173
看護・保健職 10
福祉職（保育士） 13
栄養士職 1
単純労務職 6

合　計 203

●部門別職員数の状況� （単位：人）
部　門 H29 H30 増減

普
通
会
計

一般
行政

議 会 2 2 0
総 務 52 54 2
税 務 10 10 0
農林水産 17 18 1
商 工 7 8 1
土 木 13 12 △ 1
民 生 26 27 1
衛 生 13 11 △ 2
小 計 ① 140 142 2

特別
行政

教 育 38 36 △ 2
小 計 ② 38 36 △ 2

小計③（①＋②） 178 178 0

公営
企業等
会計

水 道 8 8 0
下 水 道 6 5 △ 1
そ の 他 13 12 △ 1
小 計 ④ 27 25 △ 2

合　計（③＋④）
【条例の定数】

205
【278】

203
【278】 △ 2

町職員の定員及び給与等の状況をお知らせします。

●平均給料月額・給与月額及び平均年齢の状況

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 41.4 歳 305,628 円 346,218 円

看護・保健職 46.6 歳 339,850 円 370,920 円
福祉職 51.9 歳 346,154 円 365,556 円

栄養士職 34.5 歳 237,500 円 239,500 円
単純労務職 55.0 歳 265,300 円 275,033 円

●初任給の状況

区　分 身延町 山梨県 国

一般行政職 高校卒 147,100 円 151,500 円 147,100 円
大学卒 179,200 円 185,800 円 179,200 円

看護・保健職 大学卒 206,400 円 214,900 円 209,200 円
福祉職 短大卒 166,300 円 175,100 円 169,100 円

栄養士職 大学卒 191,700 円 191,700 円 185,400 円
単純労務職 高校卒 144,500 円 154,000 円 144,500 円

●特別職の報酬等の状況

区　分 給料月額
報酬等 期　末　手　当

町 長 691,000 円 平成 30 年度支給割合　4.4 月分
期別支給割合  6 月期 2.125 月分
　　　　　　12 月期 2.275 月分

副 町 長 564,000 円
教 育 長 517,000 円
議 長 218,000 円 平成 30 年度支給割合    3.35 月分

期別支給割合  6 月期　　1.6 月分
　　　　　　12 月期　  1.75 月分

副 議 長 174,000 円
委 員 長 160,000 円
議 員 156,000 円

　身延町職員の定数及び給料等は地方公務員法に基づき、町議会の議決を経て、条例で定め
られています。平成 30 年４月１日現在の町職員の給与及び定員等についてお知らせします。

（平成 30 年定員管理調査・給与実態調査より引用）

※平均給与月額とは、平均給料月額に諸手当が含まれている額です。

●期末手当・勤勉手当の状況

支給月 身延町 国
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

６月期 1.225 月分 0.90 月分 1.225 月分 0.90 月分
12 月期 1.375 月分 0.90 月分 1.375 月分 0.90 月分
小　計 2.6 月分 1.8 月分 2.6 月分 1.8 月分
年合計 4.40 月分 4.40 月分

●ラスパイレス指数の状況

区　分 平成 28 年度 平成 29 年度

身延町 94.2 94.9
山梨県 100.7 100.8

山梨県内
町村平均 94.8 95.5

全国
町村平均 96.3 96.4

※ラスパイレス指数とは国家公務員行（一）の
俸給月額を 100 とした場合の地方公共団体の
一般行政職の給与水準の指数 ■ 問い合わせ先

　総務課 庶務担当　☎ 0556-42-4800
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身延児童館（身延福祉センター内）
☎ 0556-62-3880（身延学童共通）

開館日 月～土曜日
開館時間 午前9時～午後 5時

9月の
休館日

��２日（日）、���９日（日）、16日（日）、
17日（月）、23日（日）、24日（月）、
30日（日）

多くの皆さまのご利用をお待ちしています☆

 総合文化

会館駐車場

総合文化
会館

図
書
館

身
延
児
童
館

　

駐
車
場

　駐車場

国道 52 号・身延バイパス至甲府 至静岡

旧国道 52 号

　夏の暑さが和らいできましたが、そんな時期は疲
れが出やすくもあります。水分補給や睡眠をたっぷ
りとり、健康に過ごせるようにしていきましょう。
　児童館では、今月もいろんな体験をご用意して、
お待ちしています。

「３Ｂ体操教室」

児童館
だよりようこそ、

身延児童館へ！

「普通救急救命講習会」

■�

問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会�

生
涯
学
習
課　
☎
０
５
５
６
（
２
０
）
３
０
１
７

　
木
喰
の
里
微
笑
館　
☎
０
５
５
６
（
３
６
）
０
７
５
３

11第
回

木
喰
さ
ん 

丸
く 

ま
ん
丸 

三
百
年

　
木
喰
さ
ん
が
故
郷
丸
畑
の
た
め
に
建
立
し
た
四
国
堂
で
す
が
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り

大
正
８
（
１
９
１
９
）
年
に
取
り
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
四
国
堂
仏
も
売
り
払
わ

れ
、
各
地
へ
と
散
り
散
り
に
な
り
ま
し
た
。

木
喰
上
人
生
誕
３
０
０
年

　
大
正
13（
１
９
２
４
）年
１
月
９
日
、

民
芸
運
動
の
創
始
者
で
あ
る
柳
や
な
ぎ
む
ね
よ
し

宗
悦

は
、
池
田
村
（
現
甲
府
市
）
村
長
の

小こ
み
や
ま
せ
い
ぞ
う

宮
山
清
三
宅
で
四
国
堂
仏
の
一
体
で

あ
る
地
蔵
菩
薩
を
偶
然
目
に
し
、
後
に

こ
う
記
し
て
い
ま
す
。「
私
は
即
座
に

心
を
奪
は
れ
ま
し
た
。
そ
の
口
元
に
漂

ふ
微
笑
は
私
を
限
り
な
く
引
き
つ
け
ま

し
た
。
尋
常
な
作
者
で
は
な
い
。
異
数

な
宗
教
的
体
験
が
な
く
ば
、
か
ゝ
る
も

の
は
刻
み
得
な
い
」

　
柳
は
木
喰
仏
の
魅
力
に
は
ま
り
、木
喰
さ
ん
の
研
究
を
始
め
ま
し
た
。
丸
畑
を
訪
れ
、

『
南
無
阿
彌
陀
佛
国
々
御
宿
帳
』『
四
国
堂
心
願
鏡
』
な
ど
、
木
喰
さ
ん
の
自
筆
文
書

を
発
見
し
ま
す
。
そ
の
文
書
を
基
に
木
喰
さ
ん
の
足
跡
を
た
ど
り
、
わ
ず
か
一
年
の

間
に
、
約
三
五
〇
体
も
の
木
喰
仏
を
発
見
し
ま
し
た
。
柳
の
研
究
に
よ
り
、
木
喰
仏

が
世
に
出
る
契
機
と
な
っ
た
の
で
す
。

▲

四
国
堂
仏
・
地
蔵
菩
薩

　
（
東
京
都
・
日
本
民
藝
館
所
蔵
）

　
四
国
堂
が
解
体
さ
れ
、
仏
像
は
散
り
散
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
の
出

来
事
に
よ
り
木
喰
仏
は
柳
と
出
会
っ
た
の
で
す
。
柳
の
熱
心
な
研
究
が
な
け
れ
ば
、

現
在
の
木
喰
さ
ん
の
全
国
的
な
知
名
度
の
高
さ
は
な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の

研
究
成
果
は
今
も
な
お
、
木
喰
さ
ん
に
つ
い
て
語
る
際
の
、
大
切
な
土
台
と
な
っ
て

い
る
の
で
す
。
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こ
の
町
に
関
連
し
た
小
説
は
数
多
く
あ

り
ま
す
。
す
で
に
井い

ぶ
せ伏

鱒ま
す
じ二

の
「
侘
助
」

や
松
本
清
張
の
「
甲
府
在
番
」
は
こ
の
項

で
取
り
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
他
に
も

た
く
さ
ん
の
小
説
が
身
延
町
の
事
物
を
織

り
込
ん
で
書
か
れ
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の

主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

や
は
り
小
説
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
身
延

町
と
言
え
ば
、
井
伏
鱒
二
が
筆
頭
に
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

◎
井
伏
鱒
二

「
四
つ
の
湯
槽
」

　

昭
和
十
三
年
、
週
刊
朝
日
十
一
月
六
日

〜
十
一
月
二
十
七
日
掲
載
。
後
に
清
水
宏

監
督
に
よ
り
映
画
化
。

「
侘
助
」

　

昭
和
二
十
一
年
、
改
造
五
月
号
に
「
波

高
島
」
の
題
名
で
発
表
さ
れ
た
が
、
同
年

人
間
六
月
号
に
侘
助
と
改
題
さ
れ
て
連
載
。

「
温
泉
夜
話
」

　
同
二
十
四
年

「
片
棒
か
つ
ぎ
」

　

同
二
十
五
年
五
月
、
サ
ン
デ
ー
毎
日
増

刊
号

「
猫
ま
た
小
路
」

　

同
二
十
七
年
、
週
刊
サ
ン
ケ
イ
八
月
五
日

〜
十
二
月
二
十
八
日
掲
載

「
伊
之
助
の
短
文
」

　
同
三
十
年
五
月
、
文
藝
春
秋

（
こ
れ
ら
の
他
、
町
内
の
渓
流
と
釣
り
を
主
題

に
多
く
の
随
筆
も
残
し
て
い
ま
す
）

◎
松
本
清
張

　

身
延
町
を
扱
う
作
家
と
し
て
、
井
伏
鱒
二

に
次
ぐ
の
が
松
本
清
張
で
し
ょ
う

「
甲
府
在
番
」

　
昭
和
三
十
二
年
、
オ
ー
ル
読
物

「
黒
い
樹
海
」

　

同
三
十
三
年
〜
三
十
五
年
婦
人
倶
楽
部
に

連
載

「
波
の
塔
」

　
同
三
十
四
〜
三
十
五
年
女
性
自
身
に
連
載

「
異
変
街
道
」

　
同
三
十
五
年
〜
三
十
六
年

　

黒
い
樹
海
〜
異
変
街
道
の
三
作
は
創
作
時

期
が
ほ
ぼ
重
複
し
て
い
ま
す
。
作
者
が
三
十
二

年
の
甲
府
在
番
、
三
十
三
年
の
黒
い
樹
海
の

取
材
及
び
執
筆
活
動
の
中
で
、
触
発
さ
れ
た

結
果
が
波
の
塔
、
異
変
街
道
の
創
作
に
至
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
江
戸
綺
談
甲
州
霊
嶽
党
」

町
内
歴
史
・
文
学
散
歩
み
ち
⑱

　

平
成
二
十
一
年
小
説
新
潮
、
た
だ
し
連
載

途
中
で
作
者
が
急
逝
し
、
未
完
と
な
り
ま
し

た
。

◎
吉
村
昭

「
身
延
線
」

　
昭
和
四
十
二
年
、
南
北
一
月
号
、

◎
内
田
康
夫

「
日
蓮
伝
説
殺
人
事
件
」

　
平
成
九
年

◎
西
村
京
太
郎

「
十
津
川
警
部　
愛
と
祈
り
の
Ｊ
Ｒ
身
延
」　

　
平
成
二
十
二
年

　

こ
こ
に
あ
げ
た
身
延
町
関
連
の
文
学
作
品

は
、
ほ
ん
の
一
例
で
す
。
徳と

く
と
み富
蘇そ

ほ
う峰
（
徳
富

蘆ろ

か花
の
兄
）
な
ど
も
堀
内
良
平
（
富
士
急
行

グ
ル
ー
プ
の
創
業
者
、
随
筆
家
）
に
誘
わ
れ

て
こ
の
町
を
訪
れ
、
貴
重
な
一
文
を
残
し
て

い
ま
す
。

　

高
浜
虚き

ょ
し子
や
若
山
牧
水
は
じ
め
多
く
の
俳

人
、
歌
人
も
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
作
品
を
残

し
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
は
十

じ
ゅ
っ
ぺ
ん
し
ゃ

辺
舎
一い

っ
く九
を
筆
頭
に
身

延
山
詣
で
の
知
識
人
、
僧
侶
な
ど
に
よ
る
旅

日
記
、
紀
行
文
が
あ
り
ま
す
。

　

作
品
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
町
内
の
地
域
は

身
延
山
久
遠
寺
、
下
部
温
泉
、
波
高
島
、
七

面
山
、
湯
之
奥
金
山
、
本
栖
湖
、
富
士
川
、

身
延
線
な
ど
。
と
く
に
井
伏
鱒
二
は
随
筆
に

釣
り
や
温
泉
、
川
を
多
く
書
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
作
家
と
作
品
名
に
つ
い
て
大
雑
把

に
紹
介
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
個
々
の
作
品

も
紹
介
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
写
真
は
内
田
康
夫
の
作
品
に
登
場
す
る
下
部

温
泉
の
熊
野
神
社
で
す
）

p
r
o
f
ile

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
池い
け
だ田

　茂し
げ
み
つ光

・
身
延
町
在
住

・
小
説
「
山
を
祭
る
人
々
」
で
平
成
25
年
度�

樋
口
一
葉

記
念�

第
22
回
や
ま
な
し
文
学
賞�

受
賞

・
小
説
「
サ
ン
セ
ッ
ト
」
山
梨
日
日
新
聞
で
連
載
中

�

（
毎
週
金
曜
掲
載
）

知
っ
て
お
き
た
い
作
家
と
作
品
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月
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1
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2
0

2
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2
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2
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2
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2
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2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

こ
ど

も
カ

レ
ン

ダ
ー

つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
う

1
0
：
3
0
～

1
1
：
3
0

身
延
児
童
館

ち
い

さ
な

ち
い

さ
な

お
は

な
し

会
1
1
：
0
0
～

1
1
：
4
5

総
合
文
化
会
館
２
階
ホ
ワ
イ
エ

妊
婦
・
幼
児
歯
科
検
診

1
3
：
4
5
～

1
4
：
3
0
（
受
付
）

中
富
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室

1
0
：
3
0
～

1
1
：
3
0

身
延
児
童
館

お
し
ゃ
べ
り
マ
マ
の
会

1
0
：
3
0
～

1
1
：
3
0

身
延
児
童
館

ち
い

さ
な

ち
い

さ
な

お
は

な
し

会
1
1
：
0
0
～

1
1
：
4
5

総
合
文
化
会
館
２
階
和
室

発
達
・
子
育
て
相
談
会

9
：
0
0
～

1
5
：
3
0
（
要
予
約
）

中
富
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

わ
く
わ
く
お
は
な
し
会

1
0
：
3
0
か
ら

総
合
文
化
会
館
ホ
ワ
イ
エ

１
歳

6
か
月
健
診

1
3
：
0
0
～

1
4
：
0
0
（
受
付
）

中
富
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

10
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
つ
く
ろ
う

1
0
：
3
0
～

1
1
：
3
0

身
延
児
童
館

お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん
と
あ
そ
ぼ
う

1
0
：
3
0
～

1
1
：
3
0

身
延
児
童
館

壁
面
を
つ
く
ろ
う

1
0
：
3
0
～

1
1
：
3
0

身
延
児
童
館

乳
児
健
診

1
3
：
0
0
～

1
4
：
0
0
（
受
付
）

中
富
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

児

母
子
健
康
手
帳
は
中
富
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
で
交
付
し
て
い
ま
す
。

保
健
師
が
不
在
の
時
も
あ
り
ま
す
の
で
、
来
所
前
に
必
ず
お
電
話
を
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
】
福
祉
保
健
課
　
保
健
師
　
℡
０
５
５
６
－
２
０
－
４
６
１
１

お
母
さ
ん
に
な
る
皆
さ
ん
へ

子
 
子

育
て

支
援

課
…

☎
０
５
５
６
－
２
０
－
４
５
８
０

児
 
児

童
館

…
…

…
…

☎
０
５
５
６
－
６
２
－
３
８
８
０

図
 
町

立
図

書
館

…
…

☎
０
５
５
６
－
６
２
－
２
１
４
１

子図 子

図
児

児

子

児
児

図 子

児

2
4

2
4



月
日

土
金

木
水

火
月

取
り
出
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い

２
３

４
５

８

９
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

町
政

カ
レ

ン
ダ

ー
み
の
ぶ

2
0
1
8
年

身
延

町
役

場
　

本
庁

舎

☎
０
５
５
６
－
４
２
－
２
１
１
１

身
延

町
防

災
訓

練
7
：
3
0
～

1
2
：
0
0

町
内
全
域

行
政

相
談

日
心

配
ご

と
相

談
日

1
3
：
0
0
～

1
5
：
0
0

下
部

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

中
富
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

身
延
福
祉
セ
ン
タ
ー

自
彊

術
（
じ
き
ょ
う
じ
ゅ
つ
）

1
5
：
0
0
～

1
6
：
3
0

下
部
地
区
公
民
館
古
関
分
館

６
７

木
喰

展
記

念
講

演
会

1
3
：
3
0
～

1
5
：
0
0

な
か
と
み
現
代
工
芸
美
術
館

総
合
学
術
調
査

30
周
年
講
演

1
3
：
0
0
～

1
5
：
0
0

湯
之
奥
金
山
博
物
館

生

９

環生

ヨ
ガ

教
室

2
0
：
0
0
～

2
1
：
0
0

下
部
温
泉
会
館

生

ピ
ラ

テ
ィ

ス
1
0
：
0
0
～

1
1
：
0
0

身
延
地
区
公
民
館
下
山
分
館

Ｚ
Ｕ

Ｍ
Ｂ

Ａ
1
1
：
0
0
～

1
2
：
0
0

身
延
地
区
公
民
館
下
山
分
館

３
Ｂ

体
操

1
3
：
3
0
～

1
5
：
3
0

下
部
地
区
公
民
館

1
6年
金
相
談
会

9
：

3
0
～

1
6
：

0
0

身
延

町
役

場
下

部
支

所

町
担

当
部

署
問

い
合

わ
せ

の
際

は
左

の
一

覧
よ

り
、

該
当

の

電
話

番
号

に
お

問
い

合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

イ
ベ

ン
ト

・
事

業
名

開
催

・
受

付
時

間

開
催

場
所

カ
レ
ン
ダ
ー
の
見
方

総

１
筋

力
向

上
教

室
1
4
：
0
0
～

1
5
：
3
0

下
部
地
区
公
民
館

生

生

金

生生生

交
犬

の
飼

い
方

教
室

13：
30（

受
付
）
～

16：
00

身
延
町
総
合
文
化
会
館

ピ
ラ

テ
ィ

ス
1
0
：
0
0
～

1
1
：
0
0

身
延
地
区
公
民
館
下
山
分
館

Ｚ
Ｕ

Ｍ
Ｂ

Ａ
1
1
：
0
0
～

1
2
：
0
0

身
延
地
区
公
民
館
下
山
分
館

生

総
 
総

務
課

…
…

…
…

☎
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５
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０

０

町
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民
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５
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０
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交
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境
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…
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０
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図
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納
期

お
よ

び
口

座
振

替
日

の
お

知
ら

せ

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

1
6

2
4

2
5

2
3

七
面

山
大

祭
1
8
日
～

1
9
日

七
面
山
敬
慎
院

ピ
ラ

テ
ィ

ス
1
0
：
0
0
～

1
1
：
0
0

身
延
地
区
公
民
館
下
山
分
館

Ｚ
Ｕ

Ｍ
Ｂ

Ａ
1
1
：
0
0
～

1
2
：
0
0

身
延
地
区
公
民
館
下
山
分
館

ヨ
ガ

教
室

2
0
：
0
0
～

2
1
：
0
0

下
部
温
泉
会
館

み
ん

な
の

読
書

会
1
4
：
0
0
～

1
6
：
0
0

総
合
文
化
会
館
メ
デ
ィ
ア
ル
ー
ム

上
方

演
芸

会
公

開
収

録
1
8
：
3
0
～

2
0
：
0
0

身
延
町
総
合
文
化
会
館

木
喰
上
人
生
誕
地
丸
畑
散
策
会

1
0
：
0
0
～

1
6
：
0
0

道
の
駅
し
も
べ

筋
力

向
上

教
室

1
4
：
0
0
～

1
5
：
3
0

下
部
地
区
公
民
館

Ｚ
Ｕ

Ｍ
Ｂ

Ａ
1
8
：
3
0
～

2
0
：
0
0

身
延
地
区
公
民
館
下
山
分
館

消
費

生
活

相
談

日
1
3
：
0
0
～

1
5
：
0
0

身
延
町
中
富
総
合
会
館

自
彊

術
（
じ
き
ょ
う
じ
ゅ
つ
）

1
5
：
0
0
～

1
6
：
3
0

下
部
地
区
公
民
館
古
関
分
館

2
6

2
7

木
喰

展
記

念
講

演
会

1
3
：
3
0
～

1
5
：
0
0

な
か
と
み
現
代
工
芸
美
術
館

2
8心
配

ご
と

相
談

日
1
3
：
0
0
～

1
5
：
0
0

下
部

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

中
富
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

身
延
福
祉
セ
ン
タ
ー

生

図

■
 国

民
健
康
保
険
税
　
　
３
期
（
１
０
月
１
日
）　

　
　
■
 町

営
住
宅
使
用
料
　
　
９
月
（
１
０
月

1
日
）　

　
　
■
 簡

易
水
道
使
用
料
　
　
９
月
（
９
月
２
６
日
）

■
 後

期
高
齢
者
保
険
料
　
３
期
（
１
０
月

1
日
）　

　
　
■
 奥

の
湯
温
泉
使
用
料
　
９
月
（
１
０
月

1
日
）　

　
　
■
 下

水
道
使
用
料
　
　
　
９
月
（
９
月
２
６
日
）

■
 介

護
保
険
料
　
　
　
　
５
期
（
１
０
月
１
日
）　

　
　
■
 保

育
料
　
　
　
　
　
　
９
月
（
１
０
月
１
日
）

結
婚

相
談

日
1
3
：
0
0
～

1
6
：
0
0

身
延
支
所

福
生

総
年

金
総

合
相

談
会

9
：
3
0
～

1
6
：
0
0

南
部
町
役
場

南
部
分
庁
舎
総
合
会
館
２
階

社
協

無
料

法
律

相
談

1
4
：
0
0
～

1
6
：
0
0

身
延
福
祉
セ
ン
タ
ー

敬
老
の
日

生

生3
0

文

町総

振
替
休
日

秋
分
の
日

期
間
　

9
月

9
日

（
日

）
～

9
月

15
日

（
土

）

問
い
合
わ
せ
先
　
　
湯
之
奥
金
山
博
物
館
　
　
☎
０
５
５
６
－
３
６
－
０
０
１
５

期
間

中
、

身
延

町
民

と
わ

か
る

も
の

を
提

示
し

て
い

た
だ

く
と

・
・

・

博
物

館
の

観
覧

が
　
無
料
！

　
砂

金
採

り
体

験
も

１
割

引
き

！

湯
之

奥
金

山
博

物
館
　
　
　
町

民
感

謝
ウ

ィ
ー

ク

生生生

観観生

今
年
の
十
五
夜

（
中
秋
の
名
月
）
は

９
月
２
４
日
で
す
。

生
木
喰
上
人
生
誕
地
丸
畑
散
策
会

1
0
：
0
0
～

1
6
：
0
0

道
の
駅
し
も
べ

2
9



月
日

峡
南
地
域
（
北
部
）

峡
南
地
域
（
中
部
）

峡
南
地
域
（
南
部
）

9
/
2
（

日
）

溝
部

医
院

（
市
川
三
郷
町
）
内
・
小
・
皮
・
呼
・
循
・
ア

0
5
5
-
2
7
2
-
0
0
0
3

峡
南

病
院

（
富

士
川

町
）

内
・

外
・

整
0
5
5
6
-
2
2
-
4
4
1
1

佐
野

整
形

（
身

延
町

）
内

・
外

・
整

0
5
5
6
-
6
6
-
0
0
0
9

9
/
9
（

日
）

市
川

三
郷

病
院

（
市

川
三

郷
町

）
内

・
外

・
泌

0
5
5
-
2
7
2
-
3
0
0
0

し
ぶ

や
眼

科
（

富
士

川
町

）
眼

0
5
5
6
-
2
2
-
2
2
2
0

し
も
べ
病
院

（
身

延
町

）
内

・
外

・
整

・
リ

0
5
5
6
-
3
6
-
1
1
1
1

9
/
1
6
（

日
）

立
川

医
院

（
市

川
三

郷
町

）
内

0
5
5
-
2
7
2
-
0
3
5
5

幸
芳

耳
鼻

咽
喉

科
（

富
士

川
町

）
耳

0
5
5
6
-
2
2
-
3
3
8
7

身
延

山
病

院
（

身
延

町
）

内
・

外
・

整
0
5
5
6
-
6
2
-
1
0
6
1

9
/
1
7
（

月
）

一
瀬

医
院

（
市

川
三

郷
町

）
内

・
外

・
整

・
小

0
5
5
-
2
7
2
-
0
1
8
3

く
つ

ま
整

形
（

富
士

川
町

）
整

0
5
5
6
-
2
2
-
6
6
8
8

飯
富

病
院

（
身

延
町

）
内

・
外

・
整

0
5
5
6
-
4
2
-
2
3
2
2

9
/
2
3
（

日
）

磯
野

医
院

（
市

川
三

郷
町

）
内

・
小

0
5
5
6
-
3
2
-
1
8
8
1

峡
南

病
院

（
富

士
川

町
）

内
・

外
・

整
0
5
5
6
-
2
2
-
4
4
1
1

南
部

町
診

療
所

（
南

部
町

）
内

・
小

0
5
5
6
-
6
4
-
3
1
1
7

9
/
2
4
（

月
）

高
橋

医
院

（
市

川
三

郷
町

）
内

・
外

・
小

0
5
5
6
-
3
2
-
2
5
2
1

富
士

川
病

院
（

富
士

川
町

）
内

・
外

・
整

0
5
5
6
-
2
2
-
3
1
3
5

佐
野

医
院

（
南

部
町

）
内

・
外

0
5
5
6
-
6
4
-
2
0
3
7

9
/
3
0
（

日
）

市
川

三
郷

病
院

（
市

川
三

郷
町

）
内

・
外

・
泌

0
5
5
-
2
7
2
-
3
0
0
0

く
ぼ
た
内
科
胃
腸
科
医
院
（

富
士

川
町

）
内

・
小

・
胃

0
5
5
6
-
2
2
-
0
3
0
1

富
河

医
院

（
南

部
町

）
内

・
外

0
5
5
6
-
6
6
-
2
0
0
9

峡
南
地
域
休
日
急
患
医
療
担
当
表
（

 9
月
分

 ）
※

こ
の

表
は

予
定

で
あ

り
、

変
更

さ
れ

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

の
で

、
消

防
本

部
（

☎
0
5
5
-
2
7
2
-
1
9
1
9
）

に
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

●
 診

療
科
目
…
（
内
）
内
科
、（

外
）
外
科
、（

整
）
整
形
外
科
、（

小
）
小
児
科
、（

眼
）
眼
科
、（

皮
）
皮
膚
科
、（

泌
）
泌
尿
器
科
、（

胃
）
胃
腸
科
、（

呼
）
呼
吸
器
科
、（

循
）
循
環
器
科
、（

ア
）
ア
レ
ル
ギ
ー
科
、（

消
）
消
化
器
内
科
、（

リ
）
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

子
育
て
支
援
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
☎
 0

5
5
6
-
2
0
-
4
5
8
0

～
 

日
頃

か
ら

防
災

の
心

構
え

を
 ～

　
地

震
や

風
水

害
な

ど
、

自
然

災
害

は
突

然
や

っ
て

き
ま

す
。

い
ざ

と
い

う
と

き
の

た
め

に
、

子
ど

も
と

自
分

た
ち

家
族

を
守

る
た

め
に

、
普

段
か

ら
の

備
え

が
大

切
で

す
。

①
 非

常
用

持
ち

出
し

品
を

確
認

し
よ

う
  

一
度

準
備

を
し

た
ま

ま
、

非
常

用
持

ち
出

し
袋

が
そ

の
ま

ま
に

な
っ

て
い

る
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
か

？
非

常
食

や
飲

料
水

な
ど

を
確

認
す

る
の

は
も

ち
ろ

ん
で

す
が

、
子

ど
も

に
必

要
な

も
の

を
用

意
し

、
成

長
し

て
い

ら
な

く
な

っ
た

も
の

、
合

わ
な

く
な

っ
た

も
の

な
ど

が
あ

れ
ば

入
れ

替
え

ま
し

ょ
う

。
②

 家
の

中
の

「
安

全
」

を
確

認
し

ま
し

ょ
う

  
大

き
な

地
震

に
備

え
、

子
ど

も
が

よ
く

い
る

場
所

や
寝

室
な

ど
を

中
心

に
棚

や
テ

レ
ビ

が
倒

れ
な

い
か

、
物

が
落

ち
て

こ
な

い
か

、
キ

ャ
ス

タ
ー

は
固

定
さ

れ
て

い
る

か
等

、
家

の
中

を
見

て
み

ま
し

ょ
う

。
日

頃
か

ら
整

理
整

頓
し

、
片

づ
け

て
お

く
こ

と
も

安
全

に
備

え
る

こ
と

に
繋

が
り

ま
す

。
③

 普
段

か
ら

地
域

の
様

子
を

確
認

し
ま

し
ょ

う
。

 子
ど

も
と

の
避

難
は

時
間

も
か

か
り

ま
す

。
ま

た
、

災
害

時
は

安
全

な
場

所
を

見
つ

け
て

す
ば

や
く

移
動

す
る

な
ど

、
と

っ
さ

の
判

断
や

行
動

も
必

要
で

す
。

日
頃

か
ら

危
な

い
場

所
は

な
い

か
、

ど
こ

に
、

ど
の

ル
ー

ト
で

避
難

す
る

の
が

安
全

か
、

子
ど

も
と

一
緒

に
避

難
す

る
と

き
に

は
抱

っ
こ

す
る

の
か

手
を

つ
な

ぐ
の

か
、

近
所

に
助

け
合

え
る

人
は

い
る

の
か

等
、

具
体

的
に

確
認

し
て

お
き

ま
し

ょ
う

。
9

月
は

地
域

の
区

ご
と

に
防

災
訓

練
も

実
施

さ
れ

ま
す

。
実

際
に

参
加

し
て

イ
メ

ー
ジ

を
つ

け
た

り
、

地
域

の
人

と
話

を
し

て
お

く
こ

と
も

一
つ

で
す

。

健
診
名

実
施
日

対
象
者

持
ち
物

妊
婦
・
幼
児
歯
科
検
診

２
歳
児
健
診

9
月

4
日

妊
婦
、
就
学
前
の
幼
児

2
歳
児
（
平
成

28
年

7月
～

9月
生
ま
れ
）
母
子
健
康
手
帳
・
歯
ブ
ラ
シ

フ
ッ
化
物
塗
布
無
料
（
希
望
者
）

１
歳
６
か
月
健
診

9
月

1
8
日

平
成

28
年

12
月

平
成

29
年

1
月

～
3
月

生
ま

れ
母
子
健
康
手
帳
、
問
診
票

ア
ン
ケ
ー
ト
、
歯
ブ
ラ
シ

乳
児
健
診

9
月

2
5
日

平
成

29
年

8
月

、
11

月
平
成

3
0
年

2
月
、
5
月
生
ま
れ

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

ア
ン
ケ
ー
ト
（
平
成

30
年

5
月
生
ま
れ
の
み
）

★
今

月
の

健
診

は
こ

ち
ら

県
児

童
相

談
所

の
職

員
に

よ
る

巡
回

相
談

開
催

の
お

知
ら

せ
　

県
児

童
相

談
所

の
職

員
（

児
童

福
祉

司
）

に
よ

る
巡

回
相

談
を

下
記

の
と

お
り

開
催

し
ま

す
。

お
子

さ
ん

の
悩

み
事

な
ど

の
相

談
に

応
じ

ま
す

の
で
、

相
談

を
希

望
さ

れ
る

方
は

予
約

制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
開
催
日
２
日
前
ま
で
に
御
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
★
開
催
日
時
 ：
 
平
成
３
０
年
９
月
１
２
日
（
水
）
　
（
予
約
制
）

　
　
　
　
　
　
　
 
午
後
１
時
３
０
分
 
か
ら
 
午
後
３
時

　
★
開
催
場
所
 ：
 
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

　
★
連

絡
先

 ：
 
役
場
子
育
て
支
援
課



広報みのぶ　９月号　No.16817

発達障害者等支援連携協議会だより

　発達障害は、生まれながらの可能性や個性のあり方の１つで、脳の働き方の違いが原因で生じるもので
す。障害という言葉は、成長の中で「困りごと」が生じる場合につけ加える言葉です。（日本発達障害ネ
ットワークホームページより）
　「困りごと」を減らして、心地よい環境で生活できるように支援することが私たち大人の役割です。
　本町の 3歳児健診のアンケート結果で、お子さんの育てにくさを時々感じる親は 3割いました。３歳
を過ぎると、自我や好奇心が高まり、大人の思うようには行動してくれないことが増えてくる時期なので、
育てにくさとして感じるのではないでしょうか？
育てにくさや育児がうまくいかない内容としては、

■ 保健師による相談【子ども：子育て支援課 母子保健担当】 ☎ 0556-20-4580
　　　　　　　　　　【成　人：福祉保健課 健康増進担当】　 ☎ 0556-20-4611
　身延町切石 117-1 中富すこやかセンター内　（月曜～金曜 午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分）

■ 臨床心理士による発達・育児相談（月 1 回）
　　※相談は予約制になります。子育て支援課 母子保健担当まで電話でお申し込みください。

■ 峡南圏域相談支援センター
　市川三郷町岩間 438　市川三郷町六郷ふれあいセンター内
　☎ 0556-32-1414（月曜～金曜 午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分）
　　※来訪によるご相談の際は、事前に電話で確認をお願いします。

■こころの発達総合支援センター【県相談及び診療機関】
　甲府市北新一丁目 2-12　山梨県福祉プラザ内
　☎ 055-254-8631（月曜～金曜 午前 8 時 30 分～正午、午後１時～午後 5 時）
　　※相談は予約制になります。まずはお電話でお問い合わせください。

発達・育児に関する相談先

　　※相談は予約制になります。子育て支援課 母子保健担当まで電話でお申し込みください。

・いつも泣いてしまって泣きやまない
・抱っこを嫌がる
・ほんの少しの時間でもじっとしていられない
・大人と目を合わせることが少ない
・コミュニケーションがとりにくい
・寝つきが悪い
・夜泣きが数か月以上続いている
・何かにひどくこだわる
・極端な偏食がある
　などがあります。

育てにくさを感じてしまう場合、お世話をする大人は、どう対処していいか悩むことでしょう。何か気
になると感じたら、早い時期に専門機関に相談することをお勧めします。
発達に特性のある子どもには、その子にあった対応の仕方を見つけ、みんなが同じように関わることが
大事です。関り方の工夫で、子どもの笑顔がたくさんみられるようになることが目標です。キーワードは、
こどもの「自信」「やる気」です。
　関り方の例として、いくら言っても行動しない子どもの場合、大人の声が聞こえていないことが考えら
れます。子どもの近くで目と目をあわせて話します。また大人の言っている言葉の意味が分からないこと
もあります。「片づけて」ではなく、「ボールをこの箱に入れよう」など具体的な言葉で伝えたり、お片付
け後の写真を活用することで行動しやすくなることもあります。

発達や子育てに悩んだら．．．

※発達障害者等支援連携協議会とは、発達障害者（発達障害の特性を持つ方を含む）の方を、乳幼児期から成人期までの
　各ライフステージにおいて支援することを目的として、平成 27 年 2 月に発足した協議会です。
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PICK UP ！
INFORMATION

生涯
学習

■ 

申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
課 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
担
当

　
☎
０
５
５
６
（
２
０
）
３
０
１
７

︻
日　
時
︼ 　
９
月
22
日
（
土
）

 

午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分
（
受
付
：
午
前
9
時
）

︻
場　
所
︼ 　
本
栖
湖
い
こ
い
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
前 

湖
畔

︻
対
象
者
︼ 　
町
内
に
居
住
し
て
い
る
小
学
生
以
上
30
人

 

（
小
学
生
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
が
同
伴
）

︻
参
加
料
︼ 　
無
料

︻
持
ち
物
︼ 　
着
替
え
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、
サ
ン
ダ
ル
（
か
か
と
に
掛
か
る
も
の
）

︻
講　
師
︼ 　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
の
ぶ
観
光
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ

︻
申
込
期
限
︼
９
月
18
日
（
火
）

︻
申
込
方
法
︼
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

︻
そ
の
他
︼

・
小
学
四
年
生
か
ら
一
人
乗
り
可
、
小
学
三
年
生
以
下
は

大
人
と
二
人
乗
り
で
す
。

・
受
付
時
に
は
濡
れ
て
も
い
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
大
変
混
雑
す
る
時
期
で
す
の
で
、
乗
り
合
わ
せ
で
の
ご

来
場
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・
申
込
時
に
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
本
事
業
の
目
的

以
外
に
は
一
切
使
用
し
ま
せ
ん
。

・
事
業
中
に
撮
影
し
た
写
真
を
町
広
報
誌
等
に
掲
載
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
教
室

カ
ヌ
ー
＆
ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ
パ
ド
ル
ボ
ー
ド
が
体
験
で
き
ま
す
！

　
本
栖
湖
で
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。
今

年
は
カ
ヌ
ー
の
ほ
か
に
、
ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ
パ
ド
ル
ボ
ー
ド
も

体
験
で
き
ま
す
。

福祉
保健

■ 

申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
保
健
課 

健
康
増
進
担
当

　
☎
０
５
５
６
（
２
０
）
４
６
１
１

脂
肪
燃
消
教
室

今
年
も
や
り
ま
す
!!

　
生
活
習
慣
病
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
重
な
り
症
状
と
し
て

現
れ
る
病
気
で
す
。
50
代
か
ら
治
療
を
開
始
す
る
方
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
脂
肪
燃
消
教
室
は
、
働
き
盛
り
の
忙
し
い
年
代
の
皆
さ
ん

の
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
、
チ
ー
ム
で
行
う
短
期
集
中

型
の
取
り
組
み
で
す
。
今
年
度
で
２
年
目
で
、
昨
年
度
は
３
チ
ー
ム
の
参
加
が
あ
り
、

非
常
に
素
晴
ら
し
い
実
績
を
残
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
多
い
チ
ー
ム
で
、
マ
イ
ナ

ス
21
㎏
!!

皆
さ
ん
が
日
頃
集
ま
っ
て
い
る
場
所
に
伺
い
、
レ
ク
チ
ャ
ー
し
ま
す
。
時
間
帯
も

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

　
　
　
　
　
　ま
で
で
す
！

　
是
非
一
緒
に
脂
肪
を
燃
消
さ
せ
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
体
重
減
少
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
！

チーム
募集中！

広報みのぶ　9 月号　No.168 14

　
　
　
　
　
　

　
是
非
一
緒
に
脂
肪
を
燃
消
さ
せ
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
体
重
減
少
を
目
指
し
ま

先
着
３
チ
ー
ム

︻
内　
容
︼　 

毎
日
決
め
ら
れ
た
運
動
を
し
な
が
ら
、
週
１
回
は
確
認
し
合
う

　
　
　
　
　

 

た
め
に
集
合
し
、
チ
ー
ム
で
目
標
体
重
を
目
指
し
ま
す
。

︻
対
象
者
︼　 

▼
身
延
町
民
で
５
人
以
上
集
ま
れ
る
チ
ー
ム

　
　
　
　
　

 （
サ
ー
ク
ル
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど
も
可
）

　
　
　
　

▼
概
ね
70
歳
く
ら
い
ま
で
の
方

　
　
　
　
　
　

 

▼
治
療
中
の
方
は
、
医
師
の
許
可
が
あ
る
方

︻
期　
間
︼　 

概
ね
３
个
月
間

︻
申
込
締
切
︼
９
月
28
日
（
金
）
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「
創
業
塾
」
の
開
催

観光
商工

身
延
町
・
市
川
三
郷
町 

起
業
家
養
成
セ
ミ
ナ
ー

■ 

問
い
合
わ
せ
先

　

 

身
延
町
商
工
会

　

 

☎
０
５
５
６
（
６
２
）
１
１
０
３

　
身
延
町
・
市
川
三
郷
町
起
業
家
養
成
セ
ミ
ナ
ー
（
創
業
塾
）
は
、
町
の
特
定
創

業
支
援
事
業
で
す
。「
特
定
創
業
支
援
事
業
」
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
等
に
参
加
し
た

人
は
、
創
業
時
の
株
式
会
社
を
設
立
す
る
際
の
登
録
免
許
税
が
軽
減
さ
れ
た
り
、

一
部
融
資
制
度
に
お
け
る
限
度
額
の
拡
充
な
ど
の
支
援
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

︻
対
象
︼
身
延
町
・
市
川
三
郷
町
で

創
業
を
予
定
し
て
い
る
方
ま
た
は
、

創
業
後
５
年
未
満
の
方

︻
日
時
︼
４
日
間

　
11
月
10
日
（
土
）、
17
日
（
土
）

　
12
月
１
日
（
土
）、
15
日
（
土
）

各
日
と
も
午
前
10
時
～
午
後
3
時
30
分

 

※
昼
食
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

︻
受
講
料
︼
３
０
０
０
円　

 

※
受
講
初
日
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

︻
持
ち
物
︼
筆
記
用
具
、
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
（
３
日
目
、４
日
目
で
使
用
）

︻
会
場
︼
身
延
町
商
工
会 

中
富
支
所

 

（
切
石
１
９
２
︲
２
）

︻
定
員
︼
15
人

︻
講
師
︼
藤
嶋 

文
典 

氏

 

（
中
小
企
業
診
断
士
）

︻
セ
ミ
ナ
ー
内
容
︼

■ 

11
月
10
日

　
「
成
功
す
る
創
業
の
コ
ツ
」

　
「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
と
は
」

　
「
中
小
企
業
支
援
制
度
の
活
用
法
」

　
「
起
業
経
験
者
談
」

■ 

11
月
17
日

　
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
見
つ
け
方
、
作
り
方
」

　
「
事
業
ア
イ
デ
ア
の
創
出
法
」

　
「
創
業
時
に
必
要
な
手
続
き
と
知
識
」

■ 

12
月
１
日

　
「
資
金
繰
り
と
資
金
調
達
」

　
「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
立
案
の
ポ
イ
ン
ト
」

■ 

12
月
15
日

　
「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
作
成
（
演
習
）」

　
「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
発
表
（
個
別
）」

※
10
月
１
日
に
「
チ
ラ
シ
兼
申
込
書
」

の
朝
刊
折
り
込
み
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

法
務
省
の
名
称
を
不
正
に
使
用
し
て
、

　架
空
の
訴
訟
案
件
を
記
載
し
た
ハ
ガ
キ
に
よ
り

　
　金
銭
を
要
求
す
る
詐
欺
の
手
口
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

法
務
省
の
名
称
を
不
正
に
使
用
し
て
、

　架
空
の
訴
訟
案
件
を
記
載
し
た
ハ
ガ
キ
に
よ
り

　
　金
銭
を
要
求
す
る
詐
欺
の
手
口
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

観光
商工

「
身
延
町
消
費
生
活
相
談
窓
口
」
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

● 

ハ
ガ
キ
記
載
の
電
話
番
号
に
絶
対
に
電
話
し
な
い

で
下
さ
い
。
弁
護
士
と
称
す
る
者
等
か
ら
多
額
の
金

銭
を
要
求
さ
れ
ま
す
。
法
務
省
が
個
別
の
民
事
訴
訟

案
件
に
関
し
て
消
費
者
に
ハ
ガ
キ
で
連
絡
す
る
よ
う

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
差
出
人
は
、「
法
務
省
管
轄
支
局
」
等
と
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
が
、法
務
省
と
は
一
切
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
。

（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
見
守
り
新
鮮
情
報
よ
り
）

一
言
助
言

総合消費料金に関する
訴訟最終告知のお知らせ

この度、ご通知致しましたのは、貴方の利用さ
れていた契約 会社、ないしは運営会社側から
契約不履行による民事訴訟として、訴状が提出
されました事をご通知致します。管理番号（わ）
309　裁判取り下げ最終期日を経て訴訟を開始
させていただきます。尚、ご連絡なき場合、原
告側の主張が全面的に受理され、執行官立ち会
いの元、給料差し押さえ及び、動産、不動産物
の差し押さえを強制的に履行させていただきま
すので裁判所執行官による執行証言の交付　を
承諾していただくようお願い致します。
裁判取り下げなどのご相談に関しましては当局
にて受け賜わっておりますので、職員までお問
合せ下さい。
尚、書面での通達となりますので、プライバシ
ー保護の為、ご本人様からご連絡いただきます
ようお願い申し上げます。

※取り下げ最終期日　平成３０年８月２９日

法務省管轄支局　民間訴訟通達センタ－
東京都千代田区霞が関１丁目２番９号
取り下げ等のお問合せ窓口　03-6709-0620
受付時間　９：00 ～ 20：00（日、祝日除く）

■ 

問
い
合
わ
せ
先

　
観
光
課 

消
費
生
活
相
談
窓
口（
月・水・金
）

　
受
付
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
☎
０
５
５
６
（
６
２
）
１
１
１
６

下記のようなハガキが多数の消費者に送
付されています。（名称及び文章はこの
限りではありません。）
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ハガキがきても、
あわてないで !!
おちついて !!
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身延町波木井407番地 ☎ 0556-62-2141  HPアドレス  http://www3.town.minobu.lg.jp/lib/
NO.167

【身延図書館】
　３・10 日（月）
　18・25 日（火・祝日の振替）
　28 日（金・月末整理日）

【中富図書室】
　5・12・19・26 日（水）

【下部図書室】
　1・8・15・22・29 日 ( 土 )
　2・9・16・23・30 日 ( 日 )

【中富・下部共通】
17 日（月・敬老の日）
24 日（月・秋分の日振替休日）

９月の休館日

　

日
本
が
近
代
化
の
道
を
歩
み
始
め
た
明
治

時
代
。
そ
の
誕
生
か
ら
今
年
で
１
５
０
年
を

迎
え
ま
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
、
図
書
館
で
は

動
乱
の
幕
末
か
ら
明
治
期
ま
で
の
研
究
書
や

読
み
物
な
ど
を
展
示
・
貸
出
い
た
し
ま
す
。

　

日
本
の
大
き
な
転
換
点
と
な
っ
た〝
明
治
〟

と
い
う
時
代
を
も
う
一
度
振
り
返
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

９
月
の
わ
く
わ
く

 

図
書
館
イ
ベ
ン
ト

明
治
１
５
０
年
記
念

　

幕
末
・
明
治
の
資
料
展

下部図書室の開館時間
【月～金】　午前９時 30 分～午後５時
【土・日・祝祭日】　休館

読
み
や
す
い
！　

と
好
評
で
す
。

大
き
な
活
字
の
本

　

図
書
館
に
は
、
視
力
の
弱
い

方
や
高
齢
の
方
も
読
み
や
す
い

“大
活
字
本
”が
、
カ
ウ
ン
タ
ー

横
の
専
用
書
架
に
あ
り
ま
す
。

文
字
が
驚
く
ほ
ど
大
き
く
行
間

も
広
い
の
で
読
み
や
す
い
、
と

好
評
で
す
。
９
月
は
大
活
字
本

も
含
め
た
シ
ニ
ア
向
け
の
本
の

特
集
展
示
も
行
い
ま
す
。
手
に

取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

生
活
に
役
立
つ
・
知
識
欲
を
高
め
る
本

﹃
短
く
て
も
き
ち
ん
と
伝
わ
る
手
紙
・
は
が
き
・
一
筆
箋
﹄
…
川
崎
キ
ヌ
子
／
監
修

﹃
字
の
大
き
な
ア
ト
ラ
ス
日
本
地
図
帳
﹄
…
…
…
…
平
凡
社
／
発
行

﹃
本
能
寺
の
変　

４
３
１
年
目
の
真
実
﹄
…
…
…
…
明
智
憲
三
郎
／
編

﹃
殿
様
の
通
信
簿
﹄
上
下
巻
…
…
…
…
…
…
…
…
…
磯
田
道
史
／
著

随　

筆

﹃
失
敗
の
効
用
﹄
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
外
山
滋
比
古
／
著

﹃﹁
ひ
と
﹂
と
し
て
大
切
な
こ
と
﹄
上
下
巻
…
…
…
渡
辺
和
子
／
著

小　

説

﹃
春
風
伝
﹄
上
中
下
巻
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
葉
室
麟
／
著

﹃
流
星
の
絆
﹄
上
中
下
巻
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
東
野
圭
吾
／
著

﹃
海
の
見
え
る
理
髪
店
﹄
上
中
下
巻
…
…
…
…
…
…
荻
原
浩
／
著

﹃
下
町
ロ
ケ
ッ
ト
﹄
全
４
巻
…
…
…
…
…
…
…
…
…
池
井
戸
潤
／
著

﹃
偶
然
の
祝
福
﹄
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
小
川
洋
子
／
著

﹃
風
の
市
兵
衛
﹄
上
下
巻
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
辻
堂
魁
／
著

﹃
御
家
人
斬
九
郎
﹄
上
下
巻
…
…
…
…
…
…
…
…
…
柴
田
錬
三
郎
／
著

﹃
人
情
裏
長
屋
﹄
上
下
巻
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
山
本
周
五
郎
／
著

　秋が近づいてきています。まだまだ残暑がありますが、少しずつ
夏の疲れをほぐしましょう。歩き方の基本からストレッチ、散歩に
小旅行まで、身体を動かす様々な本を用意しました。

【9 月の特集コーナーの紹介】
『プライマリーウォ―キングで歩けば若返る！』　　　岡本啓司 ‖ 著
『首都圏から行くおいしいドライブ』　　京阪神エルマガジン社 ‖ 編
『職場で、家で、学校で、働くあなたのすごいストレッチ』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　崎田ミナ ‖ 著
　　　　　『「歩く」はすごい！』　　　　　日経おとなのＯＦＦ ‖ 編
　　　　　『旅ノート・散歩ノートのつくりかた』　　奥野宜之 ‖ 著
　 　 『散歩で出会うみちくさ入門』
　 　　　　　　　　佐々木知幸 ‖ 著

公
民
館
図
書
室
だ
よ
り

中
富
図
書
室
へ
よ
う
こ
そ
！

９
月
１
日
︵
土
︶
～
27
日
︵
木
︶

～ 

展
示
期
間 

～

★
０
～
２
歳
児
と
保
護
者
の
方

☆
あ
つ
ま
れ
、
０･

１･

２
！
ち
い
さ
な
ち
い
さ
な
お
は
な
し
会

　

９
月
４
・
11
日
︵
11
日
は
歌
の
お
は
な
し
会
︶

　

火
曜
日　

午
前
11
時
か
ら

　

総
合
文
化
会
館
２
階
和
室　
※
申
込
不
要

★
３
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者
の
方

☆
わ
く
わ
く
お
は
な
し
会

　

９
月
16
日
︵
日
︶
午
前
10
時
30
分
か
ら

　

総
合
文
化
会
館
ホ
ワ
イ
エ　
※
申
込
不
要

★
一
般
の
方
向
け

☆
み
ん
な
の
読
書
会　

そ
の
⑤

　

９
月
20
日
︵
木
）  

午
後
２
時
か
ら

　

総
合
文
化
会
館
メ
デ
ィ
ア
ル
ー
ム　
※
要
申
込
・
参
加
無
料
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開催期間：９月９日 ( 日 ) ～１５日 ( 土 ) ※９月１２日 ( 水 ) も臨時開館
　開館から 21 年目を迎えた当館ですが、これまで少しずつ成長して参りました。その成長を町民の皆様に見
ていただくため、今年も町民感謝ウィークを実施します。期間中は、身延町民と分かるものをご提示いただけ
れば博物館観覧は何度でも無料！砂金採り体験も１割引。また、町民ウィーク前日の９月８日 ( 土 ) には山梨
学院大学・考古学特任教授の十菱駿武先生による記念講演会も開催。まだ博物館に来たことが無い方も、以前
に来ていただいた方もこの機会にぜひ博物館においでください。町民の皆様のご来館をお待ちしております。

「町民感謝ウィーク」今年も開催します♪

　7 月 15 日 ( 日 ) に化学実験教室を開催しました。
開成中学・高校の宮本一弘先生を講師としてお招き
し、３時限構成で行いました。1 時限目の光の実験、
2 時限目のペットボトルの中に雲と雪を作る実験、3
時限目の空気の実験ともに町内からもたくさんご参
加いただきました。宮
本先生の実験に参加
した子どもたちから
は「うわぁ、すごい」
という声を聞くこと
ができました。参加し
ていただいた皆さん
ありがとうございま
した。

　7 月 28 日の第 18 回砂金掘り大会、並びに翌日 7 月 29 日に開催予
定だった第 15 回砂金掘り甲子園が台風 12 号の影響で中止となって
しまいました。しかし、大会前から現地入りしていた参加者を中心に、
ミニ大会を開催しました。

　地元の峡南高生をはじめ、県内外の
100 名超の参加者による白熱した大会
となりました。そんな、砂金掘り大会
ミニの結果は右記のとおりですが、各
部門の優勝者は、男女一般部門が阪本さん、ジュニア部門が富田さん、フラッ
トパン部門が桑形さん、マイパンニング皿部門が井村さんでした。そして、男
女一般部門とジュニア部門の１位による頂上決戦を制し栄えある総合優勝に輝
いたのは男女一般の部で優勝した阪本さん。台風で本大会が中止となる異例の
年でしたが、ミニ大会でも本大会に負けないくらいの熱戦となりました。

第 18 回砂金掘り大会・第 15 回砂金掘り甲子園開催！！！

　金山博物館ではアルバイトを募集しています。
博物館での仕事に興味のある方、人と接すること
が好きな方、「何より元気！」という方、お待ち
しています。まずはお気軽に博物館までお問い合

わせください。【仕事内容】館内受付、売店商品販売、砂金採り
体験指導、館内清掃業務 etc.

　7 月 16 日（月）に夏休み自由研究プロジェクト
2018 として、アイメッセ山梨に県内の美術館・博
物館が集結しました。当館も参加し、「出張砂金採り」
としてアイメッセ山梨の会場内で砂金採り体験がで
きるという企画を行いました。おかげさまでたくさ
んの方に来てい
ただき大盛況と
な り ま し た。 今
年からクイズや
ぬり絵も導入し、
湯之奥金山博物
館の PR をしてき
ました。

✩アルバイト募集のお知らせ✩

身近にある不思議！第 10 回化学実験教室！ 夏休み自由研究プロジェクト 2018

9 月の休館日（毎週水曜日） 5 日、19 日、26 日 ※ 12 日は臨時開館します。

募 集
【時給】　860 円

【勤務時間】　午前９時～午後５時（原則）

【シフト・勤務日数】　不定期（要相談）

総合優勝　　阪本雅和
　男女一般の部　1.　阪本　雅和
　　　　　　　　2.　岩井　一泰
　　　　　　　　3.　木村　伸之
　ジュニアの部　1.　富田　朱菜
　　　　　　　　2.　古賀咲津希
　　　　　　　　3.　大森　俊英
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介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
で
は
、
既
存
の
介
護
事
業

所
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
て
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
民
間
企
業
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
ど
地
域
の
多
様
な
主
体
を

活
用
し
高
齢
者
を
支
援
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
同
事
業
に
お
い
て
、
従
来
の
訪

問
介
護
の
基
準
か
ら
人
員
等
を
緩

和
し
、
掃
除
、
調
理
、
ゴ
ミ
出
し
、

買
い
物
な
ど
の
生
活
援
助
を
中
心

と
し
た
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
は
、
一
定
程
度
の
基
礎
的
な
知

識
や
技
能
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
た
め
、
県
で
は
、
当
該
サ

ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
者
等
を
対
象

と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　
【
１
日
目
】
10
月
10
日
㈬

午
前
９
時
15
分
〜
午
後
４
時
40
分

　
【
２
日
目
】
10
月
17
日
㈬

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
10
分

　
【
３
日
目
】10
月
24
日
㈬�

又
は
、

　
　
　
　
　

10
月
31
日
㈬

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

※
３
日
目
は
、
２
グ
ル
ー
プ
に

　
　
分
け
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
実
施

■
場
所

　
【
１・
２
日
目
】

　
山
梨
県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ

ー
交
流
室
Ａ
・
Ｂ

　
（
甲
府
市
丸
の
内
１-

６-

１

山
梨
県
防
災
新
館
１
階
）

　
【
３
日
目
】

　
学
校
法
人
伊
藤
学
園

優
和
福
祉
専
門
学
校

（
昭
和
町
築
地
新
居
３
７
４-

１
）

■
対
象
者

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
民
間
事
業
者
等
に
お

い
て
、
生
活
援
助
を
中
心
と
し
た

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
者

○
そ
の
他
受
講
を
希
望
す
る
者

■
町
内
申
込
用
紙
設
置
場
所

　
町
福
祉
保
健
課

　
（
中
富
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
）

■
申
込
方
法

　
９
月
21
日
㈮
ま
で
に
、Ｆ
Ａ
Ｘ・

又
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
県�

健
康
長
寿
推
進
課

　
☎
０
５
５
（
２
２
３
）
１
４
５
０

　

℻
０
５
５
（
２
２
３
）
１
４
６
９

■
日
時�

9
月
23
日
㈰

�

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所

【
イ
ベ
ン
ト
】

　
昭
和
町
総
合
体
育
館

�

（
昭
和
町
押
越
１
０
０
１
）

【
表
彰
式
】
昭
和
町
総
合
会
館

�

（
昭
和
町
押
越
６
１
６
）

■
内
容　
第
40
回
動
物
愛
護
図
画

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
、
長
寿
犬
飼

育
者
表
彰
式
、
犬
猫
飼
い
方
・
健

康
相
談
、
一
日
獣
医
体
験
、
無
料

乗
馬
体
験
、
盲
導
犬
・
聴
導
犬
紹

介
、
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

　
県�

福
祉
保
健
部�

衛
生
薬
務
課�

食
品
衛
生
・
動
物
愛
護
担
当

　
☎
０
５
５
（
２
２
３
）
１
４
８
９

　
下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
を
施

工
す
る
指
定
工
事
店
に
は
、「
下

水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
」
の
資
格
を
有
す
る
者
の
専
属

が
必
要
で
す
。
こ
の
試
験
は
、
責

任
技
術
者
と
し
て
の
技
能
を
認
定

す
る
も
の
で
す
。

※
平
成
30
年
度
か
ら
は
、
試
験
問

題
が
（
公
社
）
日
本
下
水
道
協
会
作

成
の
共
通
試
験
問
題
に
な
り
ま
す
。

■
受
付
期
間

　
９
月
19
日
㈬
〜
10
月
10
日
㈬

■
講
習
会 

10
月
30
日
㈫

　午
前
10
時
〜
午
後
4
時

■
試
験
日�

11
月
25
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
0
時
15
分

■
講
習
会
・
試
験
会
場

　
山
梨
県
立
男
女
共
同
参
画
推
進

セ
ン
タ
ー
【
ぴ
ゅ
あ
総
合
】

（
甲
府
市
丸
朝
気
１-

２-

２
）

■
申
込
用
紙
設
置
場
所

　町
環
境
上
下
水
道
課
（
中
富
浄

化
セ
ン
タ
ー
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　（公
社
）
山
梨
県
下
水
道
公
社

（
笛
吹
市
石
和
町
東
油
川
字
北
畑
４
１
７
）

　
☎
０
５
５
（
２
６
３
）
２
７
３
８

■
日
時�

10
月
７
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所

　
甲
府
合
同
庁
舎�

２
階
会
議
室

　
（
甲
府
市
丸
の
内
1-

1-

18

甲
府
合
同
庁
舎
２
階
会
議
室
）

■
無
料
相
談
（
要
予
約
）�

　
土
地
建
物
の
登
記
、
会
社
の
登

記
、
土
地
の
境
界
問
題
、
遺
言
、
い

じ
め
な
ど
の
人
権
問
題
に
関
す
る

相
談
。

○
相
談
員

　
法
務
局
職
員
、
公
証
人
、
司
法

書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士

　
※
相
談
内
容
は
秘
密
に
し
、
堅

　
く
守
り
ま
す
。

■
相
続
セ
ミ
ナ
ー
（
予
約
制
）

○
午
前
の
部　
講
師　
司
法
書
士

　
午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

　
「
登
記
に
お
け
る
遺
産
分
割
と

相
続
手
続
き
〜
円
満
解
決
の
秘
訣

〜
」�

○
午
後
の
部　
　
講
師　
公
証
人

　
午
後
１
時
〜
午
後
２
時
30
分

　
「
遺
言
の
す
す
め
〜
い
ざ
と
い

う
と
き
に
困
ら
な
い
た
め
に
〜
」

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先�

　
甲
府
地
方
法
務
局
総
務
課

　
☎
０
５
５
（
２
５
２
）
７
１
５
１

　

相
続
登
記
が
、
不
動
産
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
し
ま

す
。
不
動
産
を
相
続
し
た
と
き
は
、

必
ず
相
続
登
記
の
手
続
き
を
！

■
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
県
司
法
書
士
会

　
☎
０
５
５
（
２
５
３
）
６
９
０
０

　
甲
府
地
方
法
務
局
鰍
沢
支
局

　
☎
０
５
５
６
（
２
２
）
０
１
４
８

（
予
約
制
）

■
日
時�

10
月
13
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
場
所�（
県
内
５
会
場
・
予
約
不
要
）

おしらせ

おしらせ
INFORMATION

高
齢
者
い
き
い
き
ラ
イ
フ

パ
ー
ト
ナ
ー
養
成
研
修

18

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
認
定
試
験

山
梨
県
動
物
愛
護
デ
ー

イ
ベ
ン
ト
情
報

相
続
登
記
は

お
済
み
で
す
か
?

行
政
書
士
に
よ
る

無
料
相
談
会

「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談

所
・
相
続
セ
ミ
ナ
ー
」
開
設
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○
長
坂
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　
（
北
杜
市
長
坂
町
長
坂
上
条

２
５
７
５-

19
）

　
☎
０
５
５
１
（
３
２
）
８
２
２
８

○
甲
府
市
総
合
市
民
会
館
大
会
議
室

（
甲
府
市
青
沼
３-

5-

44
）

　
☎
０
５
５
（
２
３
１
）
１
９
５
１

○
笛
吹
市
八
代
総
合
会
館

（
笛
吹
市
八
代
町
南
５
２
７
）

　
☎
０
５
５
（
２
６
５
）
４
０
１
１

○
富
士
川
町
地
域
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
富
士
川
町
長
澤
１
９
４
２-

１
）

　
☎
０
５
５
６
（
２
２
）
８
９
１
１

○
イ
オ
ン
大
月
店�

３
階

（
大
月
市
御
太
刀
１-

13-

29
）

　
☎
０
５
５
４
（
２
２
）
４
５
１
１

■
相
談
内
容

　
遺
言
・
相
続
、
農
地
利
用
、
契

約
書
作
成
、
在
留
許
可
、
自
動
車

登
録
、
戸
籍
、
成
年
後
見
、
会
社・

各
種
法
人
設
立
、
営
業
許
認
可
等

■
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
県
行
政
書
士
会

　
☎
０
５
５
（
２
３
７
）
２
６
０
１

　

山
梨
県
司
法
書
士
会
に
よ
る
、

標
記
の
無
料
登
記
法
律
相
談
会
を

左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

相
続
登
記
を
は
じ
め
、
遺
言
、

遺
産
分
割
協
議
、
成
年
後
見
な
ど

の
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時�

10
月
20
日
㈯

�

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

■
場
所

　
身
延
町
総
合
文
化
会
館

（
メ
デ
ィ
ア
ル
ー
ム
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
山
梨
県
司
法
書
士
会

　
☎
０
５
５
（
２
５
３
）
２
３
７
６

■
日
時　
10
月
29
日
㈪

　
午
後
３
時
15
分
〜
４
時
45
分

（
受
付
は
午
後
２
時
45
分
か
ら
）

■
場
所�

甲
府
地
方
・
家
庭
裁
判
所

�

（
甲
府
市
中
央
１
‐
10
‐
７
）

■
対
象�

県
内
の
高
校
生
、
短
大

生
、
専
門
学
校
生
、
大
学
生
及
び

大
学
院
生

■
定
員�

約
30
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費�

無
料

■
内
容

○
少
年
審
判
の
説
明

○
裁
判
所
書
記
官
及
び
家
庭
裁
判

所
調
査
官
の
職
種
説
明

○
庁
舎
内
見
学

○
質
疑
応
答

■
申
込
期
間

　
９
月
18
日
㈫
〜
10
月
５
日
㈮

※
受
付
時
間�

月
曜
〜
金
曜�

午
後

８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
府
地
方
裁
判
所
総
務
課
庶
務
係

　
☎
０
５
５
（
２
３
５
）
１
１
３
３

19

住 宅 ・ 土 地
統 計 調 査

を 実 施 し ま す
■住宅・土地統計調査とは？
　住生活に関する様々な施策のための基礎資料を得ることを目的とした
　統計調査です。

　全国から無作為に選ばれた 370 万件の住戸・世帯を対象とした大規模な調査です。
　調査の対象となる世帯には、9 月中旬から下旬にかけて調査員が調査書類を配
布しますので、ご回答をお願いします。

　　　調 査 の ね ら い
　　　　●高齢化社会を支える住環境
　　　　●耐震性・防火性といった住宅性能水準の達成度
　　　　●土地の利用状況

　このようなことを明らかにし、私たちの暮らしと住まいに関する計画や施策の
基礎資料として幅広く利用します。

問い合わせ先　　企画政策課　広聴広報担当　　☎０５５６－４２－４８０１

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
登
記
法
律
相
談
会

家
庭
裁
判
所
ツ
ア
ー

甲
府
地
方
裁
判
所
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秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動

　
７
月
か
ら
９
月
は
食
中
毒
が
発

生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
食
中
毒

予
防
の
３
原
則
「
食
中
毒
菌
を
つ

け
な
い
、
ふ
や
さ
な
い
、
や
っ
つ

け
る
」
を
心
が
け
、
食
中
毒
の
発

生
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

１
、
つ
け
な
い

○
調
理
前
、
未
加
熱
の
食
品
を
取

り
扱
っ
た
後
や
ト
イ
レ
の
後
の
手

洗
い
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

○
肉
や
魚
（
と
く
に
汁
）
が
、
生

野
菜
や
加
熱
後
の
食
品
に
つ
か
な

い
よ
う
取
り
扱
い
ま
し
ょ
う
。

○
食
品
に
ふ
れ
る
調
理
器
具
な
ど

も
十
分
に
洗
浄
・
消
毒
し
、
包
丁

ま
な
板
は
用
途
ご
と
に
用
意
す
る

か
、
使
用
し
た
食
品
ご
と
に
洗
浄

し
、
す
す
ぎ
を
十
分
に
行
い
ま
し

ょ
う
。

２
、
ふ
や
さ
な
い

○
多
く
の
食
中
毒
菌
は
10
℃
以
下

で
増
え
る
ス
ピ
ー
ド
が
遅
く
な

り
、
マ
イ
ナ
ス
15
℃
以
下
で
は
活

動
が
ス
ト
ッ
プ
し
ま
す
。
冷
蔵
・

冷
凍
を
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

３
、
や
っ
つ
け
る

○
多
く
の
食
中
毒
菌
は
75
℃
60
秒

間
以
上
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
85
〜

90
℃
で
90
秒
間
以
上
の
加
熱
で
死

滅
し
ま
す
。

○
中
ま
で
し
っ
か
り
火
を
通
し
、

生
焼
け
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
（
特
に
肉
料
理
）。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
衛
生
薬
務
課

ま
た
は
最
寄
り
の
保
健
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
県�

衛
生
薬
務
課

　
☎
０
５
５
（
２
２
３
）
１
４
８
９

　
９
月
21
日
㈮
か
ら
９
月
30
日
㈰

（
９
月
30
日
は
「
交
通
事
故
死
ゼ

ロ
を
目
指
す
日
」）
ま
で
の
10
日

間
、「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

を
実
施
し
ま
す
。

▼
子
供
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行

の
確
保
と
高
齢
運
転
者
の
交
通
事

故
防
止
▼
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩

行
中・自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故

防
止
▼
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底
▼
飲
酒
運
転
の

根
絶
を
重
点
に
行
い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
広
く
県
民
に
交

通
安
全
思
想
の
普
及
・
浸
透
を
図

り
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し

い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付

け
る
と
と
も
に
、
県
民
自
身
に
よ

る
道
路
交
通
環
境
の
改
善
に
向
け

た
取
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

○
横
断
歩
道
は
歩
行
者
等
が
優
先

で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
、
思
い

や
り
を
持
っ
た
運
転
を
心
掛
け
、

子
供
や
高
齢
者
を
始
め
と
す
る
歩

行
者
を
事
故
か
ら
守
る

○
夕
暮
れ
・
夜
間
に
徒
歩
や
自
転

車
で
外
出
す
る
と
き
は
反
射
材
を

使
用
し
、
車
を
運
転
す
る
と
き
は

早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
す
る
と
と

も
に
、
原
則
と
し
て
上
向
き
ラ
イ

ト
を
活
用
す
る

○
自
動
車
に
乗
る
と
き
は
、
後
部

座
席
に
乗
る
人
も
含
め
て
、
全
員

が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
を
着
け
る

○
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い

○
二
輪
車
に
乗
る
と
き
は
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
と
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
を
着
用

し
、
速
度
を
控
え
目
に
、
安
全
確

認
を
励
行
す
る

　
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
で

快
適
な
交
通
環
境
を
作
っ
て
い
く

た
め
に
、
こ
の
運
動
に
積
極
的
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。

■
運
動
期
間

　９
月
21
日
㈮
〜
９
月
30
日
㈰

■
問
い
合
わ
せ
先

　
県�

交
通
政
策
課

　
☎
０
５
５
（
２
２
３
）
１
３
５
３

　
県�

警
察
本
部�

交
通
企
画
課

　
☎
０
５
５
（
２
２
１
）
０
１
１
０

20

ご
協
力
あ
り
が
と
う

 

ご
ざ
い
ま
し
た

　
8
月
10
日
、
町
主
催
の
献
血
が

身
延
支
所
前
と
中
富
総
合
会
館
前

に
て
行
わ
れ
、
合
わ
せ
て
50
人
の

方
が
献
血
に
協
力
を
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
身
延
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
日
赤
奉
仕
団

の
皆
さ
ん
に
も
お
手
伝
い
い
た
だ

き
ま
し
た
。
暑
い
中
多
く
の
方
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
保
健
課

　
☎
０
５
５
６
（
２
０
）
４
６
１
１

　献
血

　
血
液
は
人
間
の
生
命
を
維
持
す

る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

大
変
重
要
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

怪
我
や
病
気
で
血
液
が
少
な
く

な
っ
た
人
に
は
、
足
り
な
く
な
っ

た
血
液
を
補
う
輸
血
が
必
要
と
な

り
ま
す
が
、
科
学
の
発
達
し
た
現

在
で
も
、
輸
血
に
使
用
す
る
血
液

を
人
工
的
に
造
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、
医
療
現
場
で
毎
日

使
わ
れ
る
血
液
を
確
保
す
る
た
め

に
は
、
善
意
の
献
血
が
絶
え
間
な

く
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
献
血
は
甲
府
献
血
ル
ー
ム
「
グ

レ
ー
プ
」、
献
血
バ
ス
に
お
い
て

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
県�

赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
（
２
５
１
）
５
８
９
１

　
甲
府
献
血
ル
ー
ム「
グ
レ
ー
プ
」

　
☎
０
５
５
（
２
３
５
）
３
１
３
５

食
中
毒
に
注
意
!!



おしらせ　INFORMATION

広報みのぶ　９月号　No.16825

　
発
熱
や
下
痢
、
嘔
吐
や
ひ
き
つ

け
な
ど
、
お
子
さ
ん
の
急
な
病
気

に
関
す
る
、
専
門
の
看
護
師
に
よ

る
電
話
相
談
を
ご
存
知
で
す
か
。

　
県
で
は
、
休
日
や
夜
間
に
お
け

る
お
子
さ
ん
の
急
な
病
気
に
対
し

て
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
小
児
救
急
医
療
を
受
診
し
よ
う

と
思
っ
た
時
や
、
症
状
に
つ
い
て

判
断
が
つ
か
な
い
時
は
、
小
児
救

急
電
話
相
談
（
＃
８
０
０
０
）
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

県
医
務
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

○
慢
性
疾
患
や
育
児
相
談
な
ど
、

急
を
要
し
な
い
相
談
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

○
電
話
で
の
助
言
で
す
。
診
断
、

治
療
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
話
し
中
の
場
合
は
、
少
し
時
間

を
お
い
て
か
ら
、
か
け
直
し
て
く

だ
さ
い
。�

■
相
談
時
間

○
平
日　
午
後
７
時
〜
翌
朝
７
時

○
土
曜
日
午
後
３
時
〜
翌
朝
７
時

○
日
曜
日
・
祝
日

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
翌
朝
７
時

■
電
話
番
号

　
☎
＃
８
０
０
０
（
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
☎
０
５
５
（
２
５
４
）
８
６
１
７

■
Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
ttp

:/
/
w
w
w
.p
re
f.

yam
an
ash

i.jp
/im

u
ka/

shonikyukyu.htm
l

■
問
い
合
わ
せ
先

　
県�

医
務
課

　
☎
０
５
５
（
２
２
３
）
１
４
８
３

　
児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
心
身

の
成
長
や
、
人
格
形
成
に
重
大
な

悪
影
響
を
与
え
る
た
め
、
で
き
る

だ
け
早
く
発
見
し
て
保
護
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

児
童
虐
待
を
疑
わ
せ
る
次
の

よ
う
な
状
況
に
お
気
づ
き
の
方

は
、
町
の
相
談
窓
口
（
子
育
て
支

援
課
）、
児
童
相
談
所
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
を
い
た
だ
い
た
方
の
秘

密
は
堅
く
守
り
ま
す
。

○
怒
鳴
り
声
や
、
た
た
く
音
、
子

ど
も
の
泣
き
声
が
い
つ
も
聞
こ
え

る
。

○
子
ど
も
に
内
出
血
に
よ
る
あ
ざ

や
不
自
然
な
傷
が
見
ら
れ
る
。

○
子
ど
も
の
衣
服
や
身
体
が
い
つ

も
汚
れ
て
い
る
。

○
小
さ
な
子
ど
も
を
残
し
て
よ
く

外
出
す
る
。

■
連
絡
先

　
県�

中
央
児
童
相
談
所

　

☎
０
５
５
（
２
５
４
）
８
６
１
７

　
県�

中
央
児
童
相
談
所（
夜
間・休
日
）

　
☎
０
５
５
（
２
５
４
）
８
６
２
０

　
子
育
て
支
援
課

　
☎
０
５
５
６
（
２
０
）
４
５
８
０
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公の施設の指定管理者を募集します
　町では、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条の２第３項の規定及び身延町公の施
設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例に基づき、施設の管理・運営を行う指定管理者を募
集します。
【対象施設】
・身延町活性化施設（ゆばの里）
・身延町相又特産品生産施設
　　　　　身延町相又 425 番地 1 ほか

【募集要項の配布及び募集受付期間】
　9 月 3 日（月）～ 9 月 28 日（金）
　（土・日曜日・祝日を除く）

【応募書類の配布場所及び
　　　　　　提出先・問い合わせ先】
　産業課 農林担当
　　　　　　TEL0556-42-4805
　〒 409-3392
　　　　　　身延町切石 350 番地

【対象施設】
・身延町なかとみ和紙の里
　特産品加工販売所（味菜庵）
　　　　　　身延町西嶋 380 番地

【募集要項の配布及び募集受付期間】
　9 月 3 日（月）～ 9 月 28 日（金）
　　　（火曜日を除く）

【応募書類の配布場所及び
　　　　　　提出先・問い合わせ先】
　生涯学習課 和紙の里担当
　　　　　　TEL0556-20-4556
　〒 409-3301
　　　　　　身延町西嶋 383 番地

ス
ト
ッ
プ
!!児

童
虐
待

小
児
救
急
電
話
相
談

（
＃
８
０
０
０
）

あなたの１本の電話で救われる子どもがいます。
児童虐待かもと思ったらすぐにお電話ください。



おしらせ　INFORMATION

広報みのぶ　9 月号　No.168 26
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有
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広
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広報みのぶ　９月号　No.168 22

【各コース】４、５、６、７、11、12、１、２月 入学コース
【開催場所】身延山大学 実習棟
【 受講料 】資格取得状況によって異なります。
【申込期間】平成30年４月から平成31年１月まで

ＰＣ・タブレット・スマホを使った通信教育です。
スクーリングは７日間のみです。無資格者から受講可能！

身延山大学 介護福祉士実務者学校
☎：0556-62-6080　e-mail：kaigo@min.ac.jp問

受講者募集 !!

平成30年４月から平成31年１月まで平成30年４月から平成31年１月まで

「教育訓練給付金制度」対象講座

介 護 福 祉 士 実 務 者 研 修

国道 52号
山梨県南巨摩郡身延町下山地内

通行規制 のお知らせ

■ 工事に関する問い合わせ先
国土交通省 甲府河川国道事務所
　管理第二課　　　☎ 055-252-8898
　峡南国道出張所　☎ 0556-62-0621
施工業者　株式会社八木沢興業
　現場事務所　　　☎ 0556-42-3955

歩道橋撤去箇所
身延町下山地区

迂回路

夜間全面通行止区間 早　
川

身延橋東 富山橋東

身延バイパス北

富士川

至 富士川クラフトパーク

身延立体北
交　差　点

※上記各交差点には、夜間全面通行止め当日は誘導員を配置します。

　国道５２号　山梨県南巨摩郡身延町下山地区において下山歩道橋の撤去をおこなうため、夜間全面通行
止めを伴う通行規制を行います。
　工事期間中はご不便をおかけしますが、みなさまのご理解とご協力をお願いします。
規制場所：国道５２号山梨県南巨摩郡身延町下山地区（下山歩道橋）
規制内容：夜間全面通行止めを伴う片側交互規制
規制期間：夜間全面通行止め　平成３０年９月１２日（水）午後９時～１３日（木）午前４時
　　　　　（予備日：平成３０年９月１３日～９月１４日）
　　　　　※作業の進捗状況により予定時間より早く解除する場合があります。
　　　　　片側交互規制　　　平成３０年９月３日（月）～１０月５日（金）　午前９時～午後４時
　　　　　※歩道橋撤去準備及び橋脚等撤去のため

身延立体東
交　差　点

身延橋東
交　差　点

富山橋東
交　差　点

上　　沢
交　差　点

迂回路

身延立体北

身延駅 波高島駅

身延
支所

波
木
井
川

上　沢

身延立体東



おしらせ　INFORMATION

広報みのぶ　９月号　No.16827 広報みのぶ　９月号　No.16823

　〈 入 札 結 果 を 公 表 し ま す 〉� －　入札日　７月31日　－　
件 名 場 所 請 負 業 者 契約金額（円）落札率（％）

甲南スポーツ広場テニスコート改修工事 手 打 沢 ㈱ＫＯＮＤＯ 31,984,200 89.01
林道三石山線災害復旧工事 椿 草 里 ㈱八木沢興業 12,634,920 88.48
林道富士見山線災害復旧工事 大 塩 ㈲近藤建設 3,326,400 95.00
林道三石山線湯平橋外橋梁点検業務委託 － ㈱大輝　山梨支店 8,985,600 88.14
下部地区道路整備工事（１工区） 常葉・北川 出羽建設㈱ 4,028,400 97.39
トンネル点検業務委託 － ㈱パスコ　山梨支店 16,156,800 92.06
平成 30年度災害備蓄品等購入 － ㈲中村ポンプ工作所 21,876,372 90.18

例規サーバ機器賃貸借 －
東京コンピュータサービス㈱
甲府支店

（月額）37,908 92.73

インターネット系パソコンリース 60台 －
東京コンピュータサービス㈱
甲府支店

（月額）297,216 68.67

公共施設公衆用トイレ整備改修工事① － ㈲竹美屋工務店 6,566,400 97.53
公共施設公衆用トイレ整備改修工事② － ㈱古関工業 5,076,000 97.39
しだれ桜の里低木植栽工事 下 山 ㈱川口建設 34,020,000 97.67
大城簡易水道事業　県道大城小田船原線舗装本復旧工事 大 城 ㈱早野組 31,104,000 95.81
身延中央簡易水道事業　塩之沢地内町道舗装本復旧工事 帯 金 ㈱輪田道路 6,210,000 96.15
国土交通省峡南国道出張所給水管測量設計業務委託 梅 平 ㈱リナン 1,436,400 94.33
身延町公共下水道事業外経営戦略策定業務委託 － 日本水工設計㈱　山梨事務所 6,696,000 89.99

	 氏　名	 （年		齢）	 届出人	 （地　区）

死 亡ありがとうございます ご冥福をお祈りします

―　身 延 町 へ　―

寄 付

―　社会福祉協議会へ　―

平成30年７月1日～ 30日までの受付（敬称略・順不同） ※字体は原則として新字を使用しています。
※本人・ご家族の申し出があったもののみを掲載しています。

婚 姻 末永くお幸せに

出 生 すくすくよい子に

掲載サイズ　縦 55mm ×横 80mm
（この有料広告募集の枠の大きさです。）

　広報みのぶに広告を掲載しませんか？
掲載は随時募集しています。詳しくは企画政
策課広聴広報担当までお問い合わせください。
� ☎ 0556-42-4801　

有料広告募集
ー 

あ 

と 

が 

き 

ー

▼
ア
ニ
メ
や
漫
画
の
舞
台
と
な
っ
た
場
所

や
建
物
な
ど
を
「
聖
地
」
、
実
際
に
訪
れ

る
こ
と
を
「
聖
地
巡
礼
」
と
呼
ぶ
そ
う
で

す
。
身
延
町
に
も
「
聖
地
」
が
あ
る
こ
と

を
ご
存
知
で
す
か
？

▼
今
号
で
紹
介
し
て
い
る
「
ゆ
る
キ
ャ
ン

△
」
に
は
、
身
延
町
内
各
所
が
た
く
さ
ん

登
場
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
フ
ァ
ン

の
み
な
ら
ず
多
く
の
方
が
「
聖
地
巡
礼
」

と
し
て
身
延
町
へ
お
越
し
い
た
だ
い
て
い

る
よ
う
で
す
。

▼
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
と
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
た
り
、
山
梨
日
日
新
聞
で
特
集

さ
れ
た
り
と
、
県
内
外
で
盛
り
上
が
り
を

見
せ
て
い
る
「
ゆ
る
キ
ャ
ン
△
」
。
こ
れ

か
ら
も
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

（
広
報
担
当　
二
宮
）

※個人情報保護のため、個人が特定できる情報は
　削除して掲載しました。
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広
報
み
の
ぶ

●
	編
集
・
発
行

　
身

延
町

役
場

 企
画

政
策

課
 広

聴
広

報
担

当
〒
409-3392　

山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町
切
石
350

番
地

☎
0556-42-2111（

代
表
）
URL	https://www.minobu.lg.jp/

毎
月
１
回
（
１
日
）
発
行

９
月
号
　
NO
.168

過去の広報みのぶは、身延町ホームページにて閲覧できます。
https://www.town.minobu.lg.jp/

【キャラクター紹介】

お爺ちゃんの影響でキャンプを
始めたソロキャンパー。
幼い頃からキャンプをしていた。
なでしこと出会って初めて、誰
かとのキャンプを経験する。
野クルには所属していないが、
なでしこのことはちょっと気に
かけている。

リンとの湖畔での出会いからキ
ャンプに惹かれ、高校で野クル
に入部する。
いつも明るくて前向きで、楽し
いことが大好き。
美人のお姉さんがいる。

キャンプ場所、道具えらび、真
っ先に楽しいことを持ってくる
明るい行動派。
賑やかで快活な性格だが、涙も
ろく人情味あふれる一面も。

「キャンプがしたい！」と、あ
おいと一緒に野クルを結成し
た。

リンの友達。マイペースな自由人。
野クルの部員ではないが、野ク
ルの活動にちょくちょく興味を
示す。
人づきあいが苦手なリンにさり
げないアドバイスをすることも。
飼い犬の名前は「ちくわ」。

関西なまりで話すおっとり系。
おっとりした関西なまりを話す
が、生粋の中部出身。
猪突猛進な野クルメンバーの中
で、肝心な時にみんなを気づか
う陰のリーダー的存在。
千明からはイヌ子と呼ばれてい
る。

※２、３ページに「ゆるキャン△」
　特集ページがあります。

【アニメのワンシーン】

志摩 リン
しま

10 月１日 生
大垣 千明
おおがき ちあき

８月 31 日 生

犬山 あおい
いぬやま

３月４日 生
斉藤 恵那
さいとう えな

９月１日 生

各務原 なでしこ
かがみはら

３月４日 生

山山 梨 県 身 延 町

ちくわ

（身延町在住） （南部町在住） （身延町在住）

（身延町在住） （身延町在住）


